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は
じ
め
に

諸
藩
の
財
政
運
営
に
お
い
て
︑
借
入
は
不
可
欠
な
資
金
調
達
手
段
で
あ
っ
た
︒
さ
ら

に
西
日
本
や
日
本
海
沿
岸
に
あ
り
︑
上
方
と
の
経
済
的
つ
な
が
り
が
強
い
藩
に
と
っ

て
︑
両
替
商
や
堂
島
浜
方
米
商
人
な
ど
の
上
方
銀
主
は
極
め
て
大
き
な
存
在
で
あ
り
︑

﹁
上
方
銀
主
か
ら
の
資
金
調
達
が
厳
し
い
﹂
こ
と
を
理
由
に
藩
政
改
革
を
実
施
す
る
藩

も
多
い
︒
こ
れ
は
当
然
佐
賀
藩
も
例
外
で
は
な
く
︑
佐
賀
藩
財
政
を
研
究
す
る
う
え

で
︑
上
方
銀
主
と
の
関
係
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
︒
し
か
し
こ
れ
ま
で
︑
佐
賀
藩
と
上

方
銀
主
と
の
関
係
に
注
目
し
︑
詳
論
し
た
研
究
は
み
ら
れ
な

(１
)

い
︒

諸
藩
と
上
方
銀
主
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
︑
森
泰
博
氏
の
研

(２
)

究
が
先
駆
的
で
あ
る
︒

氏
に
よ
れ
ば
︑
広
島
藩
は
蔵
元
・
掛
屋
で
あ
っ
た
鴻
池
善
右
衛
門
と
の
関
係
を
基
軸
と

し
つ
つ
︑
さ
ま
ざ
ま
な
銀
主
か
ら
も
﹁
館
入
﹂﹁
口
入
﹂
と
し
て
資
金
を
調
達
し
︑
天
保

期
に
は
四
軒
︑
嘉
永
期
に
は
八
軒
の
銀
主
に
よ
る
組
合
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い

(３
)

う
︒

こ
れ
は
広
島
藩
に
限
ら
ず
︑
例
え
ば
萩
藩
も
︑
近
世
中
期
に
加
嶋
屋
久
右
衛
門
を
中
心

と
し
た
銀
主
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
い

(４
)

た
︒
本
稿
で
は
︑
広
島
・
萩
藩
な
ど
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
銀
主
グ
ル
ー
プ
が
︑
佐
賀
藩
に
も
存
在
し
て
い
た
の
か
︑
い
た
な
ら
ば
︑
如

何
な
る
過
程
で
形
成
さ
れ
た
の
か
︑
検
討
し
た
い
︒

ま
た
筆
者
が
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
有
し
た
︑
も
う
ひ
と
つ
の
関
心
に
つ
い
て
記

し
て
お
き
た
い
︒
藩
︵
財
政
︶
と
上
方
銀
主
の
関
係
に
つ
い
て
は
︑
藩
の
視
点
か
ら
み

る
と
︑
上
方
銀
主
と
の
関
係
継
続
に
躍
起
に
な
る
彼
ら
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
︒
そ
の

た
め
筆
者
は
以
前
︑
萩
藩
は
上
方
銀
主
に
﹁
隷
属
﹂
し
て
い
た
と
述
べ
た
こ
と
が
あ

(５
)

る
︒

し
か
し
上
方
銀
主
側
の
視
点
に
基
づ
く
研
究
に
お
い
て
は
︑
彼
ら
は
諸
藩
の
返
済
停

止
・
延
長
と
い
っ
た
横
暴
に
振
り
回
さ
れ
つ
つ
も
︑
家
業
と
し
て
大
名
貸
を
続
け
ざ
る

を
え
な
い
と
い
う
︑
あ
ま
り
生
産
的
で
は
な
い
姿
が
描
き
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ

(６
)

る
︒

こ
の
よ
う
な
︑
藩
・
上
方
銀
主
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に
よ
る
研
究
成
果
は
矛
盾
す
る
も

の
で
は
な
く
︑
財
政
が
窮
乏
し
て
先
細
り
す
る
藩
と
︑
大
名
貸
に
し
か
家
業
を
み
い
だ

せ
な
い
上
方
銀
主
と
い
う
︑
と
も
に
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
な
い
旧
来
的
な
存
在
と

し
て
位
置
づ
け
れ
ば
︑
特
段
問
題
は
な
い
︒
し
か
し
筆
者
は
近
年
︑
藩
財
政
窮
乏
論
に

対
す
る
疑
問
を
提
示

(７
)

し
︑
む
し
ろ
莫
大
な
資
産
を
抱
え
た
藩
の
存
在
を
指
摘
し
て
き

(８
)

た
︒
こ
う
し
た
筆
者
の
研
究
を
前
提
と
す
る
と
︑
藩
と
上
方
銀
主
と
の
関
係
も
見
直
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
︒
本
稿
で
検
討
す
る
佐
賀
藩
も
︑
近
世
中
期
よ
り
莫
大

な
資
産
を
抱
え
て
い
た
と
筆
者
は
考
え
て
お
り
︑
そ
の
事
例
か
ら
︑
藩
と
上
方
銀
主
と

の
関
係
に
つ
い
て
︑
何
ら
か
の
示
唆
を
見
い
だ
し
た
い
︒

佐賀藩と上方銀主

伊 藤 昭 弘
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(嘉
永
２
年
）
43,345.2匁

→
（
安
政
元
年
）
1,517.05匁

広
岡
（
加
嶋
屋
）
信
五
郎

(嘉
永
２
年
）
27,873.27匁

→
（
安
政
元
年
）
975.55匁

中
村
（
錺
屋
）
六
兵
衛

(嘉
永
２
年
）
159,872.35匁

→
（
安
政
元
年
）
5,276.23匁

中
原
（
鴻
池
）
庄
十
郎

安
政
元
年
よ
り
３
ヶ
年
、
そ
れ
ま
で
の
年
々
返
済
高
（「
酉
年
」
に

決
定
、
嘉
永
２
年
）
の
3.5％

を
返
済
、
安
政
４
年
よ
り
３
ヶ
年
延

長
Ａ

ほ
か
毎
年
銀
20貫

返
済

（
嘉
永
２
年
）
16,363.56匁

→
（
安
政
元
年
）
572.62匁

常
吉
（
肥
前
屋
）
八
郎
兵
衛

（
安
政
元
年
）
は
計
算
上
は
1,070.181匁

（
嘉
永
２
年
）
30,576.6匁

→
（
安
政
元
年
）
996.63匁

室
谷
（
播
磨
屋
）
仁
三
郎

(嘉
永
２
年
）
30,408.81匁

→
（
安
政
元
年
）
1,064.3匁

白
山
（
炭
屋
）
安
兵
衛

「
切
手
入
替
方
」
に
つ
き
弘
化
元
年
よ
り
10
ヶ
年
、
そ
れ
ま
で
の

年
々
返
済
高
の
１
／
３
を
返
済
、
嘉
永
２
年
に
永
年
賦
交
渉
決

裂
、
安
政
元
年
さ
ら
に
１
／
３
の
10％

に
削
減
（
３
ヶ
年
）、
安
政

４
年
よ
り
３
ヶ
年
延
長

Ｄ
（「
切
手
入

替
方
」）

元
銀
２
千
貫
、
年
利
1.68％

72,000目
千
草
屋
宗
十
郎

家
質
利
銀
返
済
猶
予
交
渉
決
裂
、
安
政
５
年
よ
り
銀
50
貫
ず
つ

４
ヶ
年
佐
賀
藩
へ
貸
付
、
貸
付
終
了
翌
年
よ
り
10ヶ

年
賦

Ｃ

（
嘉
永
２
年
）
2,158匁

→
（
安
政
元
年
）
75.53匁

加
嶋
屋
久
右
衛
門

Ａ
に
同
じ

Ｂ
（
嘉
永
２
年
）
22,048.99匁

→
（
安
政
元
年
）
771.71匁

殿
村
（
米
屋
）
平
太
郎

米
屋
伊
太
郎

27,363匁
→
（
弘
化
元
年
）
9,121匁

→
（
安
政
元
年
）
912.1匁

鴻
池
庄
十
郎

1,498.23匁
→
（
弘
化
元
年
）
499.41匁

→
（
安
政
元
年
）
49.93匁

加
嶋
屋
作
五
郎

14,943.63匁
→
（
弘
化
元
年
）
4,981.21匁

→
（
安
政
元
年
）
498.07匁

加
嶋
屋
作
次
郎

90,869.79匁
→
（
弘
化
元
年
）
30,289.93匁

→
（
安
政
元
年
）
1,059.39匁

難
波
屋
覚
兵
衛

ほ
か
紀
州
名
目
銀
借
入
に
同
人
加
銀
に
つ
き
毎
年
３

貫
200目

返
済

30,263.61匁
→
（
弘
化
元
年
）
10,087.82匁

→
（
安
政
元
年
）
353.04匁

豊
嶋
屋
安
五
郎

「
切
手
年
済
」
100年

・
85年

賦
の
分
、
弘
化
元
年
同
上
、
安
政
元
年

よ
り
１
／
３
の
3.5％

に
削
減
（
３
ヶ
年
）、
安
政
４
年
よ
り
同
上
、

３
年
後
よ
り
弘
化
元
年
よ
り
前
の
返
済
高
の
40％

に
増
額
の
約
定

Ｅ
（「
切
手
年

済
之
口
」）

23,918.7匁
→
（
弘
化
元
年
）
7,972.9匁

→
（
安
政
元
年
）
797.21匁

天
王
寺
屋
弥
七

ほ
か
毎
年
銀
6,215匁

返
済

12,264.3匁
→
（
弘
化
元
年
）
4,088.1匁

→
（
安
政
元
年
）
408.81匁

難
波
屋
弥
四
郎

播
磨
屋
半
助

豊
嶋
屋
安
次
郎

弘
化
４
年
元
銀
260貫

（
弘
化
４
年
）
7,529.5匁

→
（
安
政
元
年
）
1,679.5匁

三
井
為
御
替

弘
化
４
年
に
元
銀
40ヶ

年
賦
、
利
年
0.5％

で
約
定
、
安
政
元
年
よ

り
40
ヶ
年
賦
１
ヶ
年
あ
た
り
返
済
高
の
10％

、
利
年
0.
25％

（
３
ヶ
年
）、「

店
方
」「
口
入
」
共
が
５
ヶ
年
の
延
長
を
要
求
す
る

も
決
裂
、
元
銀
は
安
政
元
年
約
定
の
高
、
利
は
年
0.5に

復
す
、
但

し
う
ち
0.25％

は
「
店
方
」「
口
入
」
が
佐
賀
藩
よ
り
藩
領
の
扶
持

米
銀
よ
り
支
払

Ｈ
（「
為
御
替

口
々
」）

天
王
寺
屋
五
兵
衛
ほ
か
31人

安
政
元
年
よ
り
返
済
猶
予
、
安
政
４
年
よ
り
５
ヶ
年
延
長

Ｇ

（
嘉
永
３
年
）
5,100匁

→
（
安
政
元
年
）
返
済
猶
予

米
仲
買
中

「
浜
銀
」「
浜
先
納
」
に
つ
き
嘉
永
３
年
よ
り
10ヶ

年
、
銀
５
貫
100

目
ず
つ
返
済
、
安
政
元
年
よ
り
３
ヶ
年
返
済
猶
予
、
安
政
４
年
よ

り
３
ヶ
年
猶
予
延
長

Ｆ
（「
浜
方
先

納
之
口
々
」）

2,292匁
→
（
安
政
４
年
）
返
済
猶
予

中
嶋
利
助

安
政
元
年
よ
り
「
御
断
」
を
求
め
る
が
決
裂
、
安
政
４
年
よ
り

５
ヶ
年
同
意

Ｊ
（「
京
都
」）

弘
化
４
年
元
銀
108貫

（
弘
化
４
年
）
3,140.06匁

→
（
安
政
元
年
）
710.06匁

井
筒
屋
為
御
替

同
上
（「
店
方
」「
口
入
」
の
支
払
は
無
し
）

Ｉ
（「
京
都
」）

弘
化
４
年
元
銀
228貫

（
弘
化
４
年
）
6,614.1匁

→
（
安
政
元
年
）
1,484.1匁

嶋
田
為
御
替

三
文
字
屋
市
兵
衛

1,497.99匁
→
（
安
政
４
年
）
返
済
猶
予

岡
本
勘
次

497.27匁
→
（
安
政
４
年
）
返
済
猶
予

河
井
十
右
衛
門

1,603.94匁
→
（
安
政
４
年
）
返
済
猶
予

河
井
三
右
衛
門

424.2匁
→
（
弘
化
元
年
）
141.4匁

→
（
安
政
元
年
）
4.93匁

大
和
屋
甚
兵
衛

Ｅ
と
同
条
件
、「
切
手
年
済
之
口
」

銀
370.33匁

市
中
囲
米
肝
煎
年
寄
中

肥
前
屋
八
郎
兵
衛
調
印
に
て
借
入

銀
2,230.24匁

紀
州
貸
付
役
所

天
保
２
年
に
元
銀
78貫

58匁
余
を
35ヶ

年
賦
で
借
用
（
肥
前
屋
八

郎
兵
衛
調
印
）

そ
の
他

484.4匁
→
（
安
政
４
年
）
返
済
猶
予

1,900匁
今
津
政
之
助

親
万
兵
衛
調
達
銀
を
Ｇ
の
如
く
御
断
の
と
こ
ろ
零
落
に
つ
き
銀
渡

5,887.86匁
→
（
弘
化
元
年
）
1,962.62匁

→
（
安
政
元
年
）
196.25匁

嶋
屋
利
右
衛
門

Ｄ
と
同
条
件

（
嘉
永
２
年
）
4,250匁

→
（
安
政
元
年
）
148.74匁

天
満
屋
甚
太
郎

Ａ
、
Ｂ
と
同
条
件

残
元
銀
527貫

301匁
26,000匁

→
（
嘉
永
元
年
）
返
済
猶
予

御
囲
¦

天
保
10年

30ヶ
年
賦
で
借
用
、
嘉
永
元
年
よ
り
返
済
猶
予

元
銀
30貫

、
年
利
3.6％

大
道
寺

祠
堂
銀

堂
島
屋
敷
家
質
元
銀
380貫

目
の
年
利
1.68％

6,384匁
天
王
寺
屋
忠
次
郎

Ｃ
と
同
じ
く
家
質
借

表
１
安
政
４
年
1
1
月
「
改
談
」
内
容

（
天
保
10年

）
6,000匁

丁
銀
之
口

辰
巳
屋
久
右
衛

門
ほ
か
35人

西
町
奉
行
所
所
存
丁
銀
安
永
６
年
に
銀
2001貫

余
借
用
、
80ヶ

年
賦
、
文
政
７
年
よ
り
返
済
滞
、
天
保
10年

よ
り
残
元
銀
918貫

余
に

対
し
年
６
貫
ず
つ
返
済

残
元
銀
1018貫

900目
19,200匁

→
19,000匁

→
（
嘉
永
５
年
）
返
済
猶
予

銅
座
御
役
所

天
保
10
年
25
ヶ
年
賦
で
借
用
、
の
ち
35
年
賦
に
変
更
（
年
銀
19

貫
）、
嘉
永
６
年
よ
り
返
済
猶
予



第
一
章

幕
末
期
の
佐
賀
藩
と
上
方
銀
主

一

安
政
四
年
の
﹁
改
談
﹂
に
み
る
佐
賀
藩
と
上
方
銀
主

安
政
四
年
︵
一
八
五
七
︶︑
佐
賀
藩
は
上
方
に
お
け
る
藩
債
の
﹁
改
談
﹂
を
進
め
︑

一
ヶ
年
あ
た
り
返
済
高
の
削
減
に
成
功
し
た
︒
そ
の
内
容
を
記
し
た
史

(９
)

料
︵
以
下
︑﹁
小

割
﹂
と
す
る
︶
は
︑
こ
れ
ま
で
木
原
溥
幸
氏
︑
山
形
万
里
子
氏
に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
て

い
る
︒
た
だ
し
木
原
氏
の
関
心
は
︑
佐
賀
藩
が
一
年
あ
た
り
返
済
高
を
削
減
し
︑
財
政

負
担
を
軽
く
し
た
点
に
あ

(

)
り
︑
本
稿
と
は
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
な
い
︒
山
形
氏
は

10

﹁
小
割
﹂
に
登
場
す
る
銀
主
を
分
類
し
︑
入
替
両
替
商
︵
表
１
の
Ｄ
︶
を
﹁
佐
賀
藩
の
メ

イ
ン
バ
ン
ク
的
な
両
替
商
﹂
と
位
置
付
け
︑
な
か
で
も
鴻
池
庄
十
郎
と
加
嶋
屋
作
次
郎

を
﹁
佐
賀
藩
に
も
っ
と
も
密
着
し
て
い
た
大
坂
両
替
商
﹂
と
す

(

)
る
︒
本
稿
で
は
﹁
小
割
﹂

11

を
筆
者
な
り
に
分
析
す
る
こ
と
で
︑
山
形
氏
の
議
論
に
つ
い
て
検
証
す
る
︒

｢小
割
﹂
の
記
載
内
容
は
︑
前
後
半
で
異
な
っ
て
い
る
︒
ま
ず
前
半
部
で
は
銀
主
の
名

前
を
挙
げ
つ
つ
︑
彼
ら
と
の
﹁
改
談
﹂
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
そ
し
て
後
半
部
で

は
︑
銀
主
ご
と
に
﹁
改
談
﹂
後
の
一
年
あ
た
り
返
済
高
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
後
半
部
に

の
み
︑
名
前
が
あ
る
銀
主
も
み
ら
れ
る
︒
木
原
・
山
形
氏
の
分
析
は
後
半
部
に
集
中
し

て
お
り
︑
本
稿
で
は
前
半
部
に
も
注
目
し
た
い
︒

表
１
に
︑﹁
小
割
﹂
の
内
容
を
ま
と
め
た
︒
分
類
Ａ
～
Ｊ
の
﹁
改
談
﹂
内
容
と
銀
主
名

が
前
半
部
の
記
載
内
容
で
︑
一
人
も
し
く
は
複
数
の
銀
主
ご
と
に
︑
具
体
的
な
﹁
改
談
﹂

の
実
態
が
記
さ
れ
て
い
る
︵
返
済
高
は
後
半
部
記
載
︶︒
ま
た
分
類
﹁
そ
の
他
﹂
は
全

て
︑
後
半
部
に
の
み
記
さ
れ
て
い
る
︒

ま
ず
は
銀
主
に
つ
い
て
︑﹁
小
割
﹂
上
の
分
類
に
従
い
つ
つ
検
討
し
た
い
︒
Ａ
の
中
原

庄
十
郎
・
中
村
六
兵
衛
・
広
岡
信
五
郎
・
白
山
安
兵
衛
・
室
谷
仁
三
郎
・
常
吉
八
郎
兵

衛
・
殿
村
平
太
郎
の
七
人
︑
及
び
Ｂ
の
加
嶋
屋
久
右
衛
門
は
︑
こ
の
﹁
改
談
﹂
に
よ
り

安
政
元
年
約
定
︵
一
ヶ
年
返
済
高
を
嘉
永
二
年
︵
一
八
四
九
︶
に
約
定
し
た
高
の
三
・

五
％
と
す
る
︶
を
三
ヶ
年
延
長
し
た
︒
Ａ
と
Ｂ
は
同
じ
﹁
改
談
﹂
内
容
だ
が
︑
な
ぜ
加

嶋
屋
久
右
衛
門
だ
け
別
に
記
載
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
︒

注
目
し
た
い
の
は
︑
Ａ
の
七
人
に
は
全
て
苗
字
が
あ
る
一
方
で
︑
加
嶋
屋
は
屋
号
で

記
さ
れ
て
い
る
点
︵
加
嶋
屋
久
右
衛
門
が
﹁
広
岡
﹂
を
名
乗
っ
て
い
た
の
は
周
知
の
通

り
︶
で
あ
る
︒
例
え
ば
文
政
元
年
︵
一
八
一
八
︶
八
月
︑
陶
器
蔵
元
を
勤
め
て
い
た
加

嶋
屋
万
兵
衛
に
対
し
︑
勤
功
を
賞
し
て
扶
持
の
加
増
と
苗
字
使
用
許
可
を
与
え
る
な

(

)
ど
︑
佐
賀
藩
は
他
藩
同
様
︑
藩
主
と
の
御
目
見
得
や
時
服
・
銀
の
拝
領
︑
切
米
・
扶
持

12拝
領
と
い
っ
た
︑
さ
ま
ざ
ま
な
褒
賞
を
出
入
の
商
人
に
与
え
た
が
︑
そ
の
な
か
に
苗
字

使
用
許
可
も
あ
っ
た
︒
大
坂
両
替
商
・
大
名
貸
商
人
と
し
て
は
む
ろ
ん
加
嶋
屋
久
右
衛

門
の
方
が
Ａ
の
七
人
よ
り
も
格
上
だ
が
︑
佐
賀
藩
と
の
関
係
の
な
か
で
は
︑
Ａ
の
七
人

が
加
嶋
屋
よ
り
上
位
に
あ
っ
た
と
︑
苗
字
の
有
無
か
ら
判
断
で
き
る
︒
ま
た
Ａ
の
七
人

も
︑
中
原
か
ら
常
吉
ま
で
の
六
人
と
︑
殿
村
は
や
や
間
隔
を
空
け
て
書
き
込
ま
れ
て
い

る
︒
こ
の
点
に
つ
い
て
は
︑
後
で
理
由
を
述
べ
た
い
︒

Ｃ
の
千
草
屋
宗
十
郎
と
﹁
そ
の
他
﹂
の
天
王
寺
屋
忠
次
郎
は
︑
と
も
に
佐
賀
藩
大
坂

蔵
屋
敷
を
担
保
と
し
た
﹁
家
質
借
﹂
の
銀
主
で
あ
る
︒
元
銀
は
千
草
屋
二
千
貫
︑
天
王

寺
屋
は
三
八
〇
貫
で
︑
こ
の
﹁
改
談
﹂
に
よ
り
千
草
屋
が
月
〇
・
三
％
︑
天
王
寺
屋
が

月
〇
・
一
四
％
の
利
払
い
の
み
と
さ
れ
た
︒
た
だ
佐
賀
藩
は
︑
こ
の
と
き
千
草
屋
に
対

し
て
利
銀
返
済
の
五
年
間
猶
予
を
求
め
た
︒
千
草
屋
は
こ
れ
を
了
承
し
な
か
っ
た
が
︑

交
渉
の
末
︑
代
わ
り
に
銀
五
〇
貫
を
佐
賀
藩
に
四
ヶ
年
融
資
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
彼

ら
に
対
す
る
一
ヶ
年
返
済
高
は
Ａ
Ｂ
に
比
べ
て
多
く
︑
有
利
な
条
件
と
な
っ
て
い
る
︒

蔵
屋
敷
を
担
保
と
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
理
由
だ
ろ
う
が
︑
過
去
佐
賀
藩
は
宝
暦

(

)
期
・
天
保

(

)
期
の
二
度
に
わ
た
り
家
質
借
の
銀
主
と
紛
争
を
起
こ
し
て
お
り
︑
そ
れ
が
教

13

14
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訓
と
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
︒

Ｄ
の
五
人
と
﹁
そ
の
他
﹂
の
嶋
屋
利
右
衛
門
は
︑
一
ヶ
年
返
済
高
を
弘
化
元
年
︵
一

八
四
四
︶
に
そ
れ
ま
で
の
三
分
の
一
に
圧
縮
し
︑
安
政
元
年
︵
一
八
五
四
︶
さ
ら
に
そ

の
三
・
五
％
に
ま
で
減
ら
さ
れ
︑
こ
の
﹁
改
談
﹂
に
よ
り
︑
三
ヶ
年
延
長
さ
れ
た
︒
Ｄ

の
五
人
に
は
﹁
切
手
入
替
方
﹂
と
記
さ
れ
て
お
り
︑﹁
稲
の

(

)
穂
﹂
に
よ
れ
ば
﹁
鴻
庄

加

15

嶋
作
治

加
嶋
作
五

米
伊

天
弥

〆
五
軒
︑
是
を
入
替
方
五
軒
と
い
ふ
︑
右
江
嶋

利
を
合
し
て
六
軒
の
両
替
と
言
﹂
と
あ
る
︵
以
下
︑﹁
入
替
方
六
軒
﹂
と
す
る
︶︒
入
替

方
六
軒
に
つ
い
て
︑
同
史
料
に
は
﹁
丸
も
の
之
切
手
代
銀
取
渡
す
る
に
ハ
︑
六
軒
宛
之

手
形
ニ
限
る
と
言
か
大
法
也
﹂﹁
四
蔵
に
か
ぎ
ら
す
︑
小
蔵
も
の
之
商
ひ
に
て
も
︑
百
石

ツ
ヽ
売
買
を
す
る
を
丸
も
の
商
ひ
と
言
﹂
と
あ
り
︑
諸
藩
の
米
切
手
売
買
や
質
入
に
あ

た
り
︑
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
た
だ
し
Ｄ
の
う
ち
︑
Ａ
に
含

ま
れ
る
鴻
池
︵
中
原
︶
庄
十
郎
以
外
で
は
︑
加
嶋
屋
作
次
郎
が
幕
末
期
に
佐
賀
藩
資
金

の
運
用
を
任
さ
れ
て
い

(

)
た
も
の
の
︑
そ
れ
ま
で
佐
賀
藩
と
の
関
係
︵
扶
持
な
ど
︶
は
確

16

認
で
き
ず
︑
そ
の
他
の
四
人
も
同
様
で
あ
る
︒
入
替
方
六
軒
と
い
う
社
会
的
属
性
上
︑

佐
賀
藩
に
と
っ
て
無
下
に
で
き
な
い
相
手
で
は
あ
ろ
う
が
︑
銀
主
グ
ル
ー
プ
を
形
成

し
︑
そ
の
中
心
に
あ
る
よ
う
な
存
在
と
は
考
え
に
く
い
︒
む
し
ろ
Ｄ
の
括
り
は
︑
文
化

一
一
年
︵
一
八
一
四
︶
佐
賀
藩
空
米
切
手
事
件
の
処
理
と
拘
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

︵
後
述
︶︒

Ｅ
︵﹁
切
手
年
済
之
口
﹂
と
あ
り
︶
の
五
人
と
﹁
そ
の
他
﹂
の
大
和
屋
甚
兵
衛
は
︑﹁
切

手
年
済
﹂
百
年
賦
・
八
五
年
賦
の
分
に
つ
い
て
︑
一
ヶ
年
返
済
高
を
弘
化
元
年
に
そ
れ

ま
で
の
三
分
の
一
に
︑
安
政
元
年
に
は
さ
ら
に
そ
の
三
・
五
％
に
削
減
︑
こ
の
﹁
改
談
﹂

に
よ
り
三
ヶ
年
延
長
さ
れ
た
︵
た
だ
﹁
小
割
﹂
の
後
半
部
に
は
︑
豊
嶋
屋
安
五
郎
・
難

波
屋
覚
兵
衛
・
大
和
屋
甚
兵
衛
し
か
一
ヶ
年
返
済
高
の
記
載
は
無
い
︶︒
た
だ
し
延
長

期
間
終
了
後
は
︑
弘
化
元
年
以
前
の
返
済
高
の
四
〇
％
に
増
額
す
る
と
約
定
し
て
い

る
︒
百
年
賦
・
八
五
年
賦
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
︒

Ｅ
の
な
か
で
豊
嶋
屋
安
五
郎
は
︑
享
和
三
年
︵
一
八
〇
三
︶
に
佐
賀
藩
蔵
米
が
堂
島

米
市
場
に
お
い
て
建
物
米
に
認
め
ら
れ

(

)
た
際
の
功
績
に
よ
り
︑
佐
賀
藩
蔵
屋
敷
へ
の

17

﹁
御
館
入
﹂
と
毎
年
米
一
五
俵
拝
領
を
許
さ
れ

(

)
た
︒
さ
ら
に
文
政
二
年
︵
一
八
一
九
︶
に

18

は
︑﹁
切
手
年
済
銀
﹂
の
﹁
改
談
﹂
な
ど
を
賞
し
︑
扶
持
を
得
て
い
る
︒
し
か
し
他
の
五

人
は
︑
佐
賀
藩
と
の
関
係
を
確
認
で
き
な
い
︒

Ｆ
の
米
仲
買
中
は
︑﹁
浜
銀
﹂
と
﹁
浜
先
納
﹂
の
﹁
弐
口
﹂
に
つ
い
て
︑
嘉
永
三
年
︵
一

八
五
〇
︶
に
一
年
あ
た
り
銀
五
貫
一
〇
〇
目
の
返
済
と
取
り
極
め
︑
安
政
元
年
か
ら

三
ヶ
年
返
済
猶
予
︑
こ
の
﹁
改
談
﹂
で
さ
ら
に
三
ヶ
年
猶
予
延
長
と
な
っ
た
︒
天
保
一

〇
年
︵
一
八
三
九
︶
の
史

(

)
料
に
は
︑
一
ヶ
年
あ
た
り
返
済
高
﹁
浜
先
納
銀
﹂
銀
五
貫
七

19

八
一
匁
︑﹁
浜
銀
﹂
同
六
貫
と
あ
り
︑
米
仲
買
中
へ
の
返
済
は
︑
年
を
経
る
に
従
い
削
減

さ
れ
て
い
た
︒
こ
の
返
済
は
︑
恐
ら
く
空
米
切
手
事
件
に
よ
り
生
じ
た
要
処
理
米
切
手

と
は
別
に
︑
佐
賀
藩
が
堂
島
米
市
場
に
お
い
て
︑
先
納
切
手
な
ど
に
よ
り
調
達
し
た
資

金
を
対
象
と
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒

Ｇ
は
天
王
寺
屋
五
兵
衛
︑
鉄
屋
庄
左
衛
門
︑
平
野
屋
孫
兵
衛
︑﹁
法
界
之
口
々
﹂
長
浜

屋
治
右
衛
門
ほ
か
二
八
名
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
天
王
寺
屋
五
兵
衛
は
寛
保
二
年
︵
一
七

四
二
︶
に
御
用
銀
上
納
を
賞
し
て
佐
賀
藩
よ
り
扶
持
を

(

)
得
︑
文
政
二
年
に
は
永
年
賦
引

20

受
な
ど
に
よ
り
﹁
上
下
﹂
を
拝
領
し

(

)
た
︒
鉄
屋
庄
左
衛
門
は
元
文
四
年
︵
一
七
三
九
︶

21

に
佐
賀
藩
大
坂
蔵
屋
敷
で
﹁
御
酒
﹂
を
拝
領

(

)
し
︑
宝
暦
七
年
︵
一
七
五
七
︶
に
も
藩
主

22

と
﹁
御
目
見
﹂
し
て
い
る
︵
天
王
寺
屋
五
兵
衛

(

)
も
︶︒
平
野
屋
孫
兵
衛
も
︑
文
政
二
年
に

23

出
銀
な
ど
を
賞
し
て
切
米
を
得

(

)
た
︒
何
れ
も
一
時
期
佐
賀
藩
と
緊
密
な
関
係
に
あ
り
︑

24

特
に
天
王
寺
屋
・
鉄
屋
は
︑
一
八
世
紀
前
半
か
ら
関
係
が
続
い
て
い
た
︒
し
か
し
安
政

元
年
以
降
返
済
は
停
止
さ
れ
︑
こ
の
﹁
改
談
﹂
で
五
ヶ
年
延
長
さ
れ
た
︒
Ａ
・
Ｂ
と
比

較
し
て
扱
い
が
悪
く
︑
佐
賀
藩
に
と
っ
て
︑
重
要
性
が
薄
れ
た
相
手
だ
っ
た
よ
う
で
あ
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る
︒ま

た
﹁
法
界
之
口
々
﹂
と
は
︑﹁
法
界
﹂
す
な
わ
ち
縁
の
な
い
人
び
と
︑
と
理
解
し
︑

佐
賀
藩
と
継
続
的
な
関
係
は
な
く
︑
時
折
資
金
調
達
に
応
じ
た
程
度
の
商
人
だ
っ
た
と

考
え
た
い
︒
そ
の
た
め
仮
に
返
済
停
止
に
よ
り
関
係
が
悪
化
し
た
と
し
て
も
︑
佐
賀
藩

は
さ
ほ
ど
痛
手
で
は
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
︒
ま
た
前
述
の
天
王
寺
屋
・
鉄
屋
・
平
野
屋

は
︑
長
い
関
係
が
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
﹁
法
界
﹂
同
様
の
扱
い
と
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
︑
Ａ
と
の
差
別
化
は
明
確
で
あ
る
︒

Ｈ
の
﹁
為
御
替
口
々
﹂
三
井
為
御
替
・
嶋
田
為
御
替
と
Ｉ
の
﹁
京
都
﹂
井
筒
屋
為
御

替
は
︑
何
れ
も
﹁
改
談
﹂
条
件
は
同
じ
で
︑
弘
化
四
年
︵
一
八
四
七
︶
に
元
銀
四
〇
ヶ

年
賦
︑
年
利
〇
・
五
％
で
約
定
︑
安
政
元
年
に
は
一
ヶ
年
返
済
高
を
弘
化
四
年
約
定
の

一
割
︑
年
利
〇
・
二
五
％
と
し
た
︒
さ
ら
に
こ
の
﹁
改
談
﹂
で
︑
安
政
元
年
約
定
の
五
ヶ

年
延
長
を
佐
賀
藩
は
求
め
た
が
︑
三
井
ら
は
拒
否
し
た
︒﹁
為
御
替
﹂
と
あ
る
こ
と
か

ら
︑
単
な
る
三
井
ら
と
佐
賀
藩
と
の
私
的
な
金
融
関
係
で
は
な
く
︑
彼
ら
御
用
両
替
商

が
幕
府
の
大
坂
金
蔵
よ
り
受
け
取
っ
た
﹁
御
為
替
銀
﹂
を
原
資
と
し
た
﹁
御
為
替
銀
貸

(

)
付
﹂
で
あ
ろ
う
︒﹁
御
為
替
銀
貸
付
﹂
は
幕
府
を
背
景
と
し
︑
債
権
回
収
の
際
﹁
裁
許
上

25の
特
権
﹂
が
あ
る
︑
銀
主
側
に
と
っ
て
有
利
な
金
融
形
態
だ
っ
た
︒
そ
の
た
め
佐
賀
藩

も
︑
強
硬
な
対
応
は
で
き
な
か
っ
た
︒

な
お
三
井
・
嶋
田
は
︑
天
保
九
年
︵
一
八
三
八
︶
に
元
銀
四
〇
〇
貫
・
三
二
五
貫
に

つ
い
て
︑
五
年
間
元
銀
を
年
二
〇
貫
・
一
六
貫
二
五
〇
目
ず
つ
返
済
︑
月
利
〇
・
三
％

で
同
意
し
て
い

(

)
た
︒
木
原
溥
幸
氏
は
︑
天
保
九
年
約
定
の
﹁
五
年
間
元
銀
返
済
﹂
か
ら
︑

26

佐
賀
藩
は
元
銀
の
四
分
の
一
︵
三
井
の
場
合
一
〇
〇
貫
︶
の
み
返
済
し
︑
残
り
は
献
金

さ
せ
た
と
推
測
し
︑
そ
れ
が
当
該
期
の
債
務
返
済
方
針
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し

(

)
た
︒

27

し
か
し
﹁
小
割
﹂
の
内
容
と
あ
わ
せ
れ
ば
︑
天
保
九
年
約
定
の
期
限
終
了
後
︑
未
返
済

分
に
つ
い
て
弘
化
四
年
約
定
を
結
ん
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
︒

Ｊ
の
﹁
京
都
﹂
五
人
は
︑
佐
賀
藩
よ
り
安
政
元
年
に
返
済
の
﹁
御
断
﹂
を
要
請
さ
れ

た
が
拒
否
し
︑
こ
の
﹁
改
談
﹂
で
よ
う
や
く
了
承
し
た
︒
ま
た
三
文
字
屋
以
外
の
四
人

は
︑
天
明
元
年
︵
一
七
八
一
︶
に
佐
賀
藩
が
実
施
し
た
﹁
千
年
賦
﹂
の
対
象
で
あ
っ

(

)
た
︒

28

も
と
も
と
の
一
ヶ
年
返
済
高
も
小
額
で
︑
佐
賀
藩
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で
は
な
か
っ

た
︒最

後
に
﹁
そ
の
他
﹂
に
は
︑﹁
紀
州
貸
付
役
所
﹂﹁
市
中
囲
米
肝
煎
年
寄
中
﹂﹁
御
囲
籾
﹂

﹁
銅
座
御
役
所
﹂﹁
丁
銀
之
口
﹂
と
い
っ
た
公
的
な
資
金
の
借
入
が
多
い
︒
各
々
の
具
体

的
な
内
容
は
不
明
だ
が
︑
御
為
替
銀
貸
付
も
あ
わ
せ
︑
佐
賀
藩
が
幅
広
く
資
金
を
集
め

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

二

｢
六
軒
銀
主
﹂
体
制
に
つ
い
て

以
上
の
分
析
か
ら
︑
安
政
四
年
に
お
け
る
佐
賀
藩
に
つ
い
て
︑
家
質
借
︑
御
為
替
銀

貸
付
︑
浜
銀
︑
浜
先
納
銀
と
い
っ
た
種
々
の
手
段
に
よ
っ
て
資
金
を
調
達
し
︑
な
か
で

も
表
１
Ａ
の
七
人
を
︑
特
別
な
存
在
と
位
置
付
け
て
い
た
可
能
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
た
︒
本
節
で
は
Ａ
の
七
人
と
の
関
係
を
︑
さ
ら
に
検
討
し
た
い
︒

ま
ず
は
次
の
史
料
を
み
て
み
よ
う
︒

︻
史
料
１
︼

中
原
庄
兵
衛
手
代

鴻
池
源
四
郎

同

多
蔵

三
人
御
扶
持
充

中
村
次
郎
兵
衛
手
代

錺
屋
九
兵
衛

同

猶
助

炭
屋
猶
手
代

佐賀藩と上方銀主

伊 藤 昭 弘
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炭
屋
左
助

同

又
助

右
者
去
秋
大
坂
表
御
仕
与
以
来
六
軒
銀
主
手
代
共
迄
御
仕
与
筋
申
談
相
整
︑
切
手

取
鎮
其
外
ニ
付
而
も
弥
ヶ
上
出
銀
仕
︑
万
端
主
人
々
々
江
直
談
等
相
成
兼
候
儀
者

相
談
格
別
御
用
弁
仕
︑
い
つ
れ
も
深
切
ニ
相
働
︑
此
末
迚
も
猶
又
被
相
頼
候
半
而

不
相
叶
御
勤
旁
ニ
付
而

広
岡
五
兵
衛
手
代

加
嶋
屋
祐
助

室
谷
仁
兵
衛
手
代

弐
人
御
扶
持
充
御
加
増

播
磨
屋
権
之
助

常
吉
八
郎
兵
衛
手
代

肥
前
屋
光
一
郎

右
者
前
断
同
様
い
つ
れ
も
別
而
差
働
御
用
相
立
候
付
而

御
扶
持
米
拾
五
俵

吉
文
字
屋
久
米
蔵

右
者
室
谷
仁
兵
衛
懇
意
之
者
ニ
而
︑
去
夏
以
来
切
手
御
買
戻
一
件
御
危
急
之
砌
︑

室
谷
仁
兵
衛
江
之
頼
談
等
程
能
相
整
︑
且
又
紀
州
銀
・
南
都
銀
御
借
入
之
筋
等
相

働
︑
格
別
御
用
相
立
︑
一
体
浜
方
諸
駈
引
等
功
者
之
者
ニ
而
御
用
立
候
者
ニ
付
︑

去
冬
以
来
色
々
被
相
頼
候
儀
有
之
︑
第
一
当
夏
過
切
手
御
買
戻
且
米
筈
御
仕
法
銀

等
右
之
者
江
相
頼
御
用
弁
仕
︑
向
以
御
勤
旁
ニ
付
而

広
岡
五
兵
衛
手
代

三
人
御
扶
持
御
加
増

加
嶋
屋
覚
兵
衛

右
者
去
秋
御
仕
与
以
来
毎
月
式
日
相
立
御
屋
鋪
出
勤
︑
御
仕
与
を
始
諸
仕
法
立
其

外
切
手
取
締
等
ニ
付
而
者
別
而
骨
折
︑
主
人
気
配
不
宜
所
茂
程
能
申
砕
︑
弥
ヶ
上

出
銀
を
も
相
整
候
通
取
計
︑
殊
老
功
之
者
ニ
而
右
之
者
応
勘
弁
皆
々
致
承
伏
深
切

ニ
相
働
罷
在
︑
以
来
共
御
用
相
立
者
付

(

)
而29

【史
料
２
︼

爰
元
六
軒
銀
主
其
外
外
席
参
会
之
儀
者
相
止
候
様
︑
尤
向
々
通
達
之
儀
者
現
地
之

都
合
ニ
随
ひ
緩
急
駆
引
等
も
可
有
之
︑
調
不
調
之
儀
者
専
主
役
之
取
計
ニ
相
懸
候

旨
ニ
而
︑
一
体
之
次
第
先
般
岡
本
庄
右
衛
門
江
被
相
含
越
候
末
︑
六
軒
銀
主
之
内

ニ
も
御
蔵
元
扨
又
懸
屋
之
儀
ハ
就
中
御
内
輪
御
同
様
之
筋
ニ
付
︑
前
断
之
次
第
先

以
右
両
家
江
御
趣
意
之
旨
を
以
御
示
談
被
相
整
︑
其
上
一
統
江
も
御
断
相
成
候
方

都
合
可
然
旨
申
合
之
上
︑
肥
前
屋
八
郎
兵
衛
・
鴻
池
庄
兵
衛
江
御
示
談
相
成
候
処
︑

一
体
御
尤
之
儀
ニ
付
何
レ
も
感
伏
仕
候
︑
然
処
庄
兵
衛
内
々
勘
弁
申
聞
候
者
︑
此

節
御
趣
意
之
儀
ハ
格
別
之
儀
ニ
付
︑
平
常
御
出
会
等
之
儀
ハ
於
御
屋
鋪
被
相
整
候

方
少
も
存
寄
無
之
由
︑
惣
而
外
席
御
出
会
之
儀
者
強
ち
御
当
家
ニ
不
相
限
︑
諸
家

様
御
同
様
之
儀
ニ
有
之
候
得
共
︑
此
節
之
御
趣
意
ハ
無
御
拠
儀
ニ
御
座
候
ニ
付
︑

如
何
共
可
申
出
様
無
之
候
得
共
︑
御
内
輪
之
御
趣
意
者
被
御
申
砕
候
而
も
︑
向
々

之
請
不
請
ニ
寄
候
而
ハ
自
然
与
気
配
等
相
背
候
通
移
行
候
得
者
︑
万
一
御
用
支
之

儀
共
出
来
可
申
哉
も
難
計
ニ
付
而
者
︑
矢
張
平
日
之
処
ニ
而
被
相
懐
置
候
方
御
弁

理
之
筋
ニ
ハ
無
之
哉
︑
併
厚
御
趣
意
も
御
座
候
義
強
而
者
難
申
出
候
得
共
︑
就
中

御
講
出
会
之
義
者
御
一
手
限
被
相
整
候
筋
も
無
之
︑
矢
張
御
屋
敷
銀
主
向
御
心
合

ニ
而
已
前
ゟ
御
互
ニ
為
御
懸
会
於
外
席
相
行
来
ニ
付
而
者
︑
此
節
平
日
之
外
席
被

相
止
候
代
ニ
ハ
責
而
講
出
会
丈
ハ
打
追
之
通
に
し
て
︑
是
迄
正
五
九
月
御
出
会
相

成
候
を
前
々
之
通
隔
月
ニ
被
相
整
候
は
者
︑
御
互
ニ
無
御
伏
蔵
御
懇
と
相
成
︑
御

懇
切
不
相
失
一
統
之
都
合
も
可
然
哉
︑
当
節
彼
是
一
般
ニ
御
屋
敷
而
已
之
御
出
会

ニ
相
成
候
而
者
無
何
与
隔
意
ニ
相
成
︑
自
然
と
出
席
之
面
々
も
相
減
可
申
︑
然
時

者
実
々
御
用
弁
之
筋
ニ
も
差
構
可
申
候
得
者
︑
講
出
会
丈
之
処
者
一
先
前
断
之
通

伊 藤 昭 弘
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御
申
合
被
置
候
は
者
一
統
も
漸
々
ニ
御
趣
意
之
旨
納
得
仕
︑
人
気
も
折
合
可
申
哉

と
相
心
得
︑
全
此
節
御
趣
意
ニ
苦
情
等
申
出
候
儀
ニ
無
之
︑
如
形
御
懸
合
被
成
置

候
ハ
ヽ
︑
一
統
之
都
合
可
然
旨
色
々
勘
弁
之
次
第
内
々
八
郎
兵
衛
を
以
申
出
候
得

共
︑
右
講
出
会
一
条
与
候
而
も
︑
一
先
打
追
之
侭
被
差
置
候
通
ニ
而
ハ
折
角
御
趣

意
相
貫
不
申
而
已
な
ら
す
︑
度
数
迄
相
増
候
振
合
旁
不
被
相
好
儀
ニ
付
︑
無
拠
是

迚
も
御
断
被
切
外
有
之
間
敷
哉
︑
乍
去
斯
迄
内
情
申
聞
候
処
都
而
御
用
イ
無
之
通

ニ
而
ハ
︑
一
統
者
不
及
申
庄
兵
衛
義
も
気
配
相
損
候
而
ハ
︑
反
的
御
用
差
支
候
者

眼
前
之
義
ニ
而
︑
利
害
之
程
相
決
兼
候
︑
去
迚
弥
御
断
切
相
成
︑
夫
故
御
用
筋
忽

差
支
候
通
移
行
可
申
哉
︑
又
者
庄
兵
衛
存
寄
之
通
被
差
置
候
ハ
ヽ
︑
自
然
ニ
御
趣

意
通
御
屋
鋪
内
ニ
而
相
済
候
通
移
合
可
申
哉
︑
調
不
調
之
境
者
唯
今
ゟ
見
越
難
相

付
︑
役
々
ニ
も
案
痛
之
事
共
ニ
而
何
分
爰
元
ニ
而
難
相
決
︑
尤
講
出
会
之
儀
者
五

月
廿
一
日
ニ
者
い
ま
た
日
間
も
有
之
︑
且
又
最
前
庄
右
衛
門
江
被
相
含
候
御
都
合

も
有
之
儀
ニ
候
得
者
︑
猶
於
御
国
許
被
遂
御
評
儀
否
急
御
差
図
越
相
成
候
様
被
相

達
越
方
ニ
ハ
有
之
間
敷
哉
︑
猶
又
御
吟
味
之
事

丑
︵
天
保
一
二
年
︶
四

(

)
月30

【史
料
１
︼
は
︑
文
政
五
年
佐
賀
藩
が
中
原
︵
鴻
池
︶
庄
兵
衛
・
中
村
︵
錺
屋
︶
次
郎

兵
衛
・
炭
屋
猶
・
広
岡
︵
加
嶋
屋
︶
五
兵
衛
・
室
谷
︵
播
磨
屋
︶
仁
兵
衛
・
常
吉
︵
肥

前
屋
︶
八
郎
兵
衛
六
人
の
手
代
及
び
吉
文
字
屋
久
米
蔵
に
対
し
︑
扶
持
を
与
え
た
際
の

史
料
で
あ
る
︒
中
原
庄
兵
衛
は
︑
表
１
Ａ
の
中
原
庄
十
郎
と
同
家
で
あ

(

)
る
︒
そ
の
ほ
か

31

常
吉
以
外
の
四
人
も
︑
そ
れ
ぞ
れ
中
村
八
兵
衛
・
白
山
︵
炭
屋
︶
安
兵
衛
・
広
岡
信
五

郎
・
室
谷
仁
三
郎
と
同
家
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
︒
こ
の
六
家
が
ま
と
ま
っ
て
登
場

し
︑
か
つ
﹁
六
軒
銀
主
﹂
と
い
う
呼
称
が
登
場
す
る
の
は
︑
こ
の
史
料
が
筆
者
の
初
見

で
あ
る
︒
各
々
の
手
代
及
び
吉
文
字
屋
へ
扶
持
を
与
え
る
理
由
と
し
て
︑
い
ず
れ
も
米

切
手
の
﹁
取
鎮
﹂
や
﹁
買
戻
﹂・﹁
取
締
﹂
を
挙
げ
て
い
る
︒
ま
た
吉
文
字
屋
は
︑
室
谷

仁
兵
衛
を
介
し
て
佐
賀
藩
の
御
用
を
勤
め
て
い
た
︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
室
谷
は
佐
賀
藩

に
銀
主
を
仲
介
す
る
な
ど
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
︑
そ
れ
は
﹁
六

軒
銀
主
﹂
に
共
通
し
て
い
た
だ
ろ
う
︒

【史
料
２
︼
は
︑
天
保
一
二
年
︵
一
八
四
一
︶﹁
六
軒
銀
主
其
外
外
席
参
会
﹂
の
廃
止

に
関
す
る
史
料
で
あ
る
︒
同
年
閏
正
月
︑
佐
賀
藩
国
元
の
藩
政
首
脳
部
は
︑﹁
大
坂
表
外

席
参
会
﹂
を
廃
止
し
︑﹁
参
会
﹂
が
必
要
な
場
合
に
は
蔵
屋
敷
で
催
す
よ
う
藩
士
岡
本
庄

右
衛
門
に
命
じ
︑
大
坂
へ
赴
任
さ
せ
た
︒﹁
外
席
﹂
と
は
蔵
屋
敷
及
び
銀
主
の
自
宅
以
外

を
指
す
︵
料
亭
な
ど

(

)
か
︶
よ
う
で
︑
国
元
首
脳
部
は
﹁
外
席
参
会
﹂
を
︑
倹
約
・
文
武

32

励
行
の
藩
政
方
針
に
そ
ぐ
わ
な
い
﹁
宿
弊
﹂
と
認
識
し
て
い
た
︒
た
だ
し
﹁
緩
急
駆
引
﹂

と
あ
る
よ
う
に
︑
国
元
首
脳
部
は
岡
本
に
対
し
︑
銀
主
た
ち
へ
一
方
的
に
﹁
外
席
参
会
﹂

の
廃
止
を
通
達
せ
ず
︑
彼
ら
の
機
嫌
を
損
ね
な
い
よ
う
指
示
し
た
︒
そ
の
た
め
岡
本

は
︑
ま
ず
蔵
元
・
掛
屋
と
し
て
﹁
御
内
輪
御
同
様
﹂
の
関
係
に
あ
っ
た
肥
前
屋
八
郎
兵

衛
・
鴻
池
庄
兵
衛
に
打
診
し
た
︒
こ
れ
に
対
し
鴻
池
は
︑
以
下
の
よ
う
に
回
答
し
た
︒

｢平
常
御
出
会
﹂
に
つ
い
て
︑
蔵
屋
敷
で
の
開
催
に
異
存
は
な
い
︒
し
か
し
﹁
外
席
御

出
会
﹂
は
諸
藩
で
も
催
さ
れ
て
お
り
︑
自
分
た
ち
﹁
御
内
輪
﹂
の
者
な
ら
ば
佐
賀
藩
の

事
情
を
納
得
す
る
が
︑
そ
の
他
の
面
々
に
は
﹁
請
不
請
﹂
が
生
じ
︑﹁
御
用
﹂
に
支
障
が

出
る
か
も
し
れ
な
い
︒
特
に
﹁
御
講
出
会
﹂
は
銀
主
の
﹁
御
心
合
﹂
を
目
的
と
し
て
い

る
た
め
︑﹁
外
席
﹂
に
て
開
く
必
要
が
あ
る
︒
そ
の
た
め
﹁
平
日
﹂︵﹁
平
常
﹂
と
同
義
と

解
釈
︶
の
﹁
外
席
﹂
は
取
り
や
め
る
が
︑﹁
講
出
会
﹂
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
と
し
︑
さ

ら
に
開
催
頻
度
を
増
し
て
欲
し
い
︒
そ
う
す
れ
ば
佐
賀
藩
と
銀
主
の
関
係
が
緊
密
と
な

る
が
︑
蔵
屋
敷
の
み
で
の
会
合
と
な
る
と
﹁
隔
意
﹂
に
陥
り
︑
出
席
者
も
減
っ
て
︑
や

は
り
﹁
御
用
﹂
に
支
障
が
で
る
だ
ろ
う
︒
以
上
の
鴻
池
の
意
見
に
対
し
︑
大
坂
詰
役
人

は
国
元
に
対
応
を
問
い
合
わ
せ
︑
結
局
佐
賀
藩
は
︑
鴻
池
・
肥
前
屋
と
の
関
係
悪
化
を

佐賀藩と上方銀主
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恐
れ
︑
当
面
鴻
池
の
意
見
を
採
用
し
た
︒

【史
料
２
︼
に
よ
り
︑﹁
六
軒
銀
主
﹂
と
は
︻
史
料
１
︼
で
一
時
的
に
使
わ
れ
た
文
言

で
は
な
く
︑
佐
賀
藩
に
お
い
て
銀
主
集
団
の
呼
称
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
︒
さ
ら
に
﹁
六
軒
銀
主
其
外
外
席
参
会
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
佐
賀
藩
は
大
坂
銀
主

を
﹁
六
軒
銀
主
﹂
と
﹁
其
外
﹂
に
選
別
し
て
い
た
ほ
か
︑﹁
参
会
﹂
に
は
﹁
平
常
﹂
の
も

の
と
﹁
講
出
会
﹂
が
あ
り
︑
特
に
後
者
の
方
に
﹁
其
外
﹂
の
銀
主
が
数
多
く
参
加
し
て

い
た
︵﹁
六
軒
銀
主
﹂
ほ
ど
佐
賀
藩
と
親
密
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
︑﹁
外
席
﹂
で
の
会
合

を
開
く
必
要
が
あ
っ
た
︶
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
さ
ら
に
﹁
六
軒
銀
主
﹂
の
な
か
で

も
︑
肥
前
屋
・
鴻
池
が
﹁
御
内
輪
﹂
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
の
重
要
な
立
場
に
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
︒

ま
た
表
１
Ａ
に
登
場
す
る
殿
村
︵
米
屋
︶
に
つ
い
て
は
︑
天
保
一
二
年
に
佐
賀
藩
大

坂
蔵
屋
敷
詰
役
人
が
交
代
す
る
際
︑
新
任
の
中
嶋
太
郎
左
衛
門
と
の
顔
合
わ
せ
の
た
め

の
﹁
参
会
﹂
を
﹁
米
屋
平
右
衛
門
主
従
﹂
が
主
催
し
︑﹁
六
軒
銀
主
﹂
を
招
待
し
た
こ
と

が
あ
っ

(

)
た
︒
こ
う
し
た
﹁
参
会
﹂
は
本
来
﹁
六
軒
銀
主
﹂
が
主
催
し
た
よ
う
で
︑
米
屋

33

平
右
衛
門
︵
殿
村
平
太
郎
と
同
家
と
考
え
る
︶
は
﹁
六
軒
銀
主
﹂
に
は
含
ま
れ
な
い
が
︑

同
格
と
も
い
え
る
立
場
に
あ
っ
た
︒
そ
れ
故
﹁
小
割
﹂
で
は
︑
殿
村
は
﹁
六
軒
銀
主
﹂

と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
つ
つ
も
︑﹁
六
軒
銀
主
﹂
の
六
人
と
は
や
や
間
隔
を
空
け

て
記
名
さ
れ
て
い
た
︒

以
上
︑︻
史
料
１
︼︻
史
料
２
︼
の
分
析
か
ら
︑﹁
六
軒
銀
主
﹂
な
る
銀
主
グ
ル
ー
プ
が

編
成
さ
れ
︑
大
坂
に
お
け
る
佐
賀
藩
の
資
金
調
達
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
こ
と
︑
さ
ら
に
そ
の
な
か
で
も
︑
肥
前
屋
八
郎
兵
衛
・
鴻
池
庄
兵
衛
が
主
導
的
立

場
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
︒
本
稿
で
は
︑
こ
う
し
た
佐
賀
藩
の
大
坂
資
金
調
達
体

制
を
﹁
六
軒
銀
主
﹂
体
制
︵
殿
村
を
含
め
る
と
七
人
だ
が
︶
と
呼
び
た
い
︒

第
二
章

﹁
六
軒
銀
主
﹂
体
制
の
形
成
と
展
開

一

﹁
六
軒
銀
主
﹂
体
制
の
形
成
過
程

佐
賀
藩
は
成
立
以
来
藩
債
に
悩
ま
さ
れ
︑
そ
の
返
済
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
実

施
し
て
い
た
こ
と
が
︑
城
島
正
祥

(

)
氏
・
長
野
暹

(

)
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
︒

34

35

借
入
先
は
江
戸
・
上
方
・
国
元
・
長
崎
な
ど
多
様
だ
っ
た

(

)
が
︑
明
確
な
藩
債
残
高
と
︑

36

借
入
先
ご
と
の
内
訳
を
記
し
た
史
料
は
︑
管
見
の
限
り
藩
政
期
を
通
し
て
一
切
遺
っ
て

い
な

(

)
い
︒

37

享
保
一
〇
︵
一
七
二
五
︶・
一
一
年
︑
宝
暦
元
︵
一
七
五
一
︶・
八
・
一
〇
・
一
二
年
︑

及
び
明
和
元
︵
一
七
六
四
︶
～
安
政
四
年
︵
一
八
五
七
︶
の
各
年
の
分
が
遺
る
﹁
大
目

(

)
安
﹂
に
は
︑
各
年
の
借
入
・
返
済
高
が
記
さ
れ
︑
そ
の
う
ち
享
保
一
〇
年
は
借
入
・
返

38済
と
も
︑
享
保
一
一
年
と
宝
暦
元
・
八
・
一
〇
年
は
返
済
の
み
内
訳
が
あ
る
︵
表
２
︶︒

享
保
の
両
年
は
借
入
・
返
済
と
も
︑
対
上
方
は
全
体
の
約
半
分
に
止
ま
っ
て
い
る
︒
し

か
し
宝
暦
期
に
な
る
と
︑
返
済
の
大
半
を
上
方
が
占
め
た
︒
こ
の
点
か
ら
︑
佐
賀
藩
資

金
調
達
の
上
方
依
存
は
一
八
世
紀
の
前
半
に
進
み
︑
宝
暦
期
頃
に
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い

た
と
み
ら
れ
る
︒

一
八
世
紀
の
佐
賀
藩
と
上
方
商
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
︑
詳
細
に
検
討
し
よ
う
︒
享

保
一
五
年
︵
一
七
三
〇
︶︑﹁
京
都
銀
主
﹂
河
井
十
右
衛
門
は
︑
病
気
に
よ
り
悴
へ
家
業

と
﹁
十
右
衛
門
﹂
を
譲
る
た
め
︑
自
身
が
得
て
い
た
扶
持
米
や
藩
主
参
勤
時
の
御
目
見

許
可
な
ど
を
︑
悴
十
右
衛
門
に
相
続
で
き
る
よ
う
佐
賀
藩
に
願
い
出
︑
許
可
さ
れ

(

)
た
︒

39

管
見
の
限
り
︑
上
方
商
人
で
佐
賀
藩
の
﹁
銀
主
﹂
と
明
記
さ
れ
た
商
人
は
河
井
が
初
見

で
あ
る
︒
翌
享
保
一
六
年
︵
一
七
三
一
︶︑
佐
賀
藩
は
同
じ
く
京
都
の
柴
田
善
右
衛
門
に

対
し
︑﹁
御
借
銀
方
調
達
別
而
差
働
﹂
を
賞
し
て
五
人
扶
持
を
与
え
て
い

(

)
る
︒

40

伊 藤 昭 弘
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大
坂
商
人
に
対
す
る
扶
持
宛
行
は
︑
寛
保
二
年
︵
一

七
四
二
︶
に
天
王
寺
屋
五
兵
衛
に
対
し
五
〇
石
を
与
え

た
事
例
が
初
見
で
あ

(

)
る
︒
た
だ
し
天
王
寺
屋
は
︑
そ
れ

41

以
前
よ
り
既
に
扶
持
を
得
て
い
た
が
︑﹁
法
性
院
様
御

代
﹂︵
四
代
藩
主
吉
茂
︑
在
任
宝
永
二
︵
一
七
〇
五
︶
～

享
保
一
五
年
︶
の
頃
︑
五
兵
衛
が
﹁
若
輩
﹂
故
に
佐
賀

藩
へ
の
出
入
が
途
絶
え
︑
扶
持
も
与
え
ら
れ
な
く
な
っ

た
と
い
う
︒
河
井
・
天
王
寺
屋
と
も
︑
一
七
世
紀
末
か

ら
一
八
世
紀
の
初
め
に
は
佐
賀
藩
よ
り
扶
持
を
得
て
い

た
こ
と
に
な
る
︒

｢六
軒
銀
主
﹂
の
七
人
で
は
︑
元
文
四
年
︵
一
七
三

九
︶︑
肥
前
屋
治
郎
兵
衛
が
弟
五
郎
吉
を
嫡
子
と
し
︑
こ

れ
ま
で
通
り
佐
賀
藩
の
御
用
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
願
い
出
た
事

(

)
例
が
初
見
で
あ
る
︒
安
永
元
年
︵
一

42

七
七
二
︶
四
月
に
︑
肥
前
屋
治
郎
兵
衛
の
跡
を
八
郎
兵

衛
が
相
続
し
て
お

(

)
り
︑
本
稿
で
は
治
郎
兵
衛
家
＝
八
郎

43

兵
衛
家
と
す
る
︒
延
宝
七
年
︵
一
六
七
九
︶
刊
﹃
難
波

雀
﹄
に
佐
賀
藩
の
蔵
元
・
掛
屋
と
し
て
﹁
肥
前
屋
治
右

衛
門
﹂
が
挙
が
っ
て
い
る

(

)
が
︑
八
郎
兵
衛
家
と
の
つ
な

44

が
り
は
確
認
で
き
な
い
︒
肥
前
屋
が
佐
賀
藩
蔵
元
を
勤

め
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
管
見
の
限
り
寛
政
七

(

)
年45

︵
一
七
九
五
︶︑
掛
屋
は
文
化
一
二
年
︵
一
八
一
五
︶
の

も
(

)
の
が
初
見
で
あ
る
︒
ま
た
安
永
元
年
頃
か
ら
︑
佐
賀

46

藩
大
坂
蔵
屋
敷
の
名
代
も
勤
め
て
い

(

)
る
︒
苗
字
﹁
常

47

吉
﹂
使
用
が
確
認
で
き
る
の
は
︑
文
政
二
年
︵
一
八
一
九
︶
に
﹁
改
談
﹂
の
功
に
よ
り

扶
持
を
加
増
さ
れ
た
際
で
あ

(

)
る
︒
寛
政
七
年
に
扶
持
を
加
増
さ
れ
た
際
の
史

(

)
料
で
は
苗

48

49

字
を
使
用
し
て
い
な
い
た
め
︑
佐
賀
藩
よ
り
苗
字
使
用
を
許
可
さ
れ
た
の
は
こ
の
間
で

あ
ろ
う
︒

肥
前
屋
の
次
に
佐
賀
藩
と
の
関
係
が
確
認
で
き
る
の
は
︑
米
屋
平
右
衛
門
で
あ
る
︒

寛
保
二
年
︑
佐
賀
藩
は
米
屋
に
対
し
﹁
去
年
以
来
御
用
銀
を
も
差
出
︑
末
々
御
用
ニ
も

可
相
立
者
﹂
と
し
て
扶
持
を
与
え

(

)
た
︒
さ
ら
に
延
享
四
年
︵
一
七
四
七
︶︑
米
屋
は
預

50

か
っ
て
い
た
﹁
紀
州
御
家
中
賄
銀
﹂
を
佐
賀
藩
に
融
資
し

(

)
た
︒
し
か
し
宝
暦
五
年
︵
一

51

七
五
五
︶
桑
名
屋
宗
吉
が
佐
賀
藩
に
提
出
し
た
願

(

)
書
に
よ
る
と
︑
桑
名
屋
は
米
屋
ほ
か

52

二
名
と
と
も
に
江
戸
に
て
佐
賀
藩
の
﹁
御
借
銀
御
滞
﹂
を
訴
え
て
お
り
︑
佐
賀
藩
と
米

屋
と
の
関
係
は
悪
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
し
か
し
明
和
元
年
よ
り
米
屋
は
佐
賀

藩
陶
器
蔵
元
を
勤
め
て
お
り
︑
関
係
が
改
善
さ
れ
た
よ
う
だ
が
︑
米
屋
を
蔵
元
に
据
え

た
佐
賀
藩
陶
器
﹁
大
坂
為
替
方
仕
組
﹂
は
三
年
で
頓
挫
し

(

)
た
︒
そ
の
後
し
ば
ら
く
佐
賀

53

藩
と
の
関
係
は
確
認
で
き
な
い
が
︑
文
政
二
年
に
﹁
永
年
賦
﹂
と
銀
一
五
〇
貫
の
﹁
出

精
﹂
に
よ
り
褒
賞
候
補
と
な
っ
た
際
の
史

(

)
料
に
よ
れ
ば
︑
米
屋
は
既
に
佐
賀
藩
よ
り
切

54

米
一
三
〇
石
を
得
て
お
り
︑
こ
の
時
一
〇
石
の
加
増
が
検
討
さ
れ
て
い
る
︒
翌
年
佐
賀

藩
は
︑
米
屋
に
対
し
五
人
扶
持
の
加
増
と
﹁
殿
村
﹂
苗
字
使
用
許
可
を
与
え

(

)
た
︒

55

天
明
期
に
は
︑
炭
屋
安
兵
衛
・
鴻
池
庄
兵
衛
と
の
関
係
が
確
認
で
き
る
︒
炭
屋
は

﹁
御
用
銀
調
達
﹂
の
ほ
か
︑
安
永
八
年
︵
一
七
七
九
︶﹁
浜
方
及
出
訴
﹂
の
際
︑
そ
の
﹁
取

鎮
﹂
の
た
め
に
出
銀
し
た
︒
そ
の
後
も
炭
屋
は
佐
賀
藩
へ
の
融
資
を
続
け
︑
天
明
五
年

︵
一
七
八
五
︶
に
は
貸
付
銀
四
三
〇
貫
余
の
﹁
差
捨
﹂
に
応
じ
︑
そ
の
功
に
よ
り
扶
持
を

得
(

)
た
︒

56鴻
池
庄
兵
衛
は
︑
貸
付
銀
二
〇
〇
貫
目
の
元
利
の
﹁
差
上
﹂
や
﹁
切
手
入
替
銀
﹂
の

﹁
滞
﹂
九
二
貫
目
﹁
済
方
﹂
な
ど
の
功
に
よ
り
︑
天
明
八
年
︵
一
七
八
八
︶
に
扶
持
を
得

佐賀藩と上方銀主
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返済うち上方借入米収入銀収入年

表２ 享保・宝暦期佐賀藩一般会計の米銀収入・借入・返済高など

63,5406,965享保11年

懸硯方へ41,0912,1388011,86244,8346,601享保10年

残銀取扱支出後残銀うち上方

16,863宝暦８年

引分方へ3,0157,3758,02810,56463,27315,658宝暦元年

翌年の藩債返済に充当6451,1982,261

翌年度へ繰越9,6544,0917,04219,08148,39125,554宝暦10年

引分方へ1,1447,6339,96610,03866,652

註：各年「大目安」（『鍋島文庫』）より作成。単位は米収入のみ石、その他は全て銀貫。米は１石未満、銀は１貫未満非表示。



(

)
た
︒
も
と
も
と
﹁
蔵
元
﹂
を
勤
め
て
い
た
も
の
の
一
時
関
係
が
﹁
中
絶
﹂
し
︑
近
年
河

57内
屋
九
兵
衛
の
﹁
申
談
﹂
を
受
け
出
銀
し
て
以
来
︑﹁
御
出
入
﹂
が
再
開
し
た
と
い
う
︒

ま
た
寛
政
七
年
に
﹁
小
袖
﹂
を
拝
領
し
た
際
の
史

(

)
料
で
は
﹁
鴻
池
庄
兵
衛
﹂
の
ま
ま
だ

58

が
︑
文
政
二
年
に
永
年
賦
引
受
な
ど
の
功
に
よ
り
一
〇
人
扶
持
を
加
増
さ
れ
た
際
の
史

料
に

(

)
は
﹁
中
原
庄
兵
衛
﹂
と
さ
れ
て
い
る
︒
肥
前
屋
同
様
︑
鴻
池
が
佐
賀
藩
よ
り
苗
字

59

使
用
を
許
可
さ
れ
た
の
は
︑
寛
政
七
～
文
政
二
年
の
間
と
み
ら
れ
る
︒

錺
屋
次
郎
兵
衛
は
︑
寛
政
七
年
に
銀
七
〇
〇
貫
目
の
千
年
賦
引
受
や
﹁
減
利
﹂︵
利
率

を
下
げ
る
︶
に
応
じ
た
こ
と
な
ど
を
賞
し
て
扶
持
を
加
増
さ
れ
て
お

(

)
り
︑
こ
れ
以
前
よ

60

り
佐
賀
藩
と
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
苗
字
﹁
中
村
﹂
使
用
は
︑
文
政
五
年

︵
一
八
二
二
︶
切
米
加
増
の
際
に
確
認
さ
れ

(

)
る
︒
加
嶋
屋
五
兵
衛
・
播
磨
屋
仁
兵
衛
は
と

61

も
に
文
政
二
年
の
史

(

)
料
が
初
見
で
︑
永
年
賦
引
受
や
﹁
改
談
﹂
に
よ
り
扶
持
を
加
増
さ

62

れ
た
ほ
か
︑
既
に
両
人
と
も
苗
字
使
用
を
許
さ
れ
て
お
り
︑
関
係
の
開
始
・
強
化
は
さ

ら
に
早
い
時
期
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
︒

以
上
﹁
六
軒
銀
主
﹂
七
人
は
︑
遅
く
と
も
一
八
世
紀
後
半
～
一
九
世
紀
初
め
に
は
全

員
佐
賀
藩
と
何
ら
か
の
関
係
を
持
ち
︑
緊
密
化
さ
せ
た
と
み
ら
れ
る
︒
特
に
肥
前
屋
・

鴻
池
・
錺
屋
が
苗
字
を
許
可
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
寛
政
中
～
文
政
初
期
の
あ
い
だ

に
︑
よ
り
関
係
が
強
化
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

当
該
期
佐
賀
藩
の
上
方
に
お
け
る
動
向
で
注
目
し
た
い
の
は
︑
天
明
元
年
︵
一
七
八

一
︶
京
都
商
人
に
よ
る
出
訴
事
件
で
あ
る
︒
河
井
十
右
衛
門
・
中
嶋
利
助
両
名
は
長
年

佐
賀
藩
﹁
御
立
入
﹂
を
勤
め
て
い
た
が
︑
元
利
合
計
銀
六
七
〇
〇
貫
目
余
の
返
済
を
佐

賀
藩
が
滞
ら
せ
た
た
め
﹁
公
訴
﹂
に
及
ん
だ
︒
そ
の
後
両
名
は
訴
え
を
取
り
下
げ
︑
佐

賀
藩
と
返
済
方
法
に
つ
い
て
﹁
熟
談
﹂
し
︑
六
七
〇
〇
貫
余
の
七
割
は
﹁
証
文
差
上
﹂

す
な
わ
ち
返
済
免
除
と
し
︑
残
り
三
割
は
﹁
年
一
朱
﹂
ず
つ
︑
す
な
わ
ち
千
年
賦
で
の

返
済
と
な
っ

(

)
た
︒
こ
の
た
め
両
名
は
︑﹁
内
証
甚
及
難
儀
﹂
と
い
う
状
態
に
陥
っ
た
と
い

63

う
︒
こ
の
と
き
佐
賀
藩
は
︑
河
井
三
右
衛
門
に
対
し
て
も
元
利
合
計
銀
一
万
三
千
貫
目

余
の
返
済
を
滞
ら
せ
て
い
た
︵
岡
本
勘
次
の
説
得
に
よ
り
︑
出
訴
は
止
ま
っ
た
︶︒
結
局

河
井
三
右
衛
門
も
前
の
両
名
と
同
じ
く
︑
元
利
合
計
の
七
割
は
返
済
免
除
︑
残
り
は
千

年
賦
で
決
着
し
た
が
︑
彼
も
ま
た
︑﹁
内
証
及
困
窮
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
岡
本
勘

次
・
勘
兵
衛
は
河
井
三
右
衛
門
説
得
の
功
に
よ
り
︑
元
利
合
計
三
千
貫
余
の
千
年
賦
の

み
で
済
ま
さ
れ
た
︒

｢証
文
差
上
﹂
及
び
千
年
賦
は
︑
河
井
ら
五
名
に
対
し
て
褒
賞
を
与
え
た
際
の
史
料
で

確
認
で
き
た
︒
後
述
す
る
が
︑
大
坂
商
人
も
千
年
賦
な
ど
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
も
の

の
︑
こ
の
と
き
褒
賞
を
受
け
て
い
な
い
︒
大
坂
商
人
で
は
﹁
浜
方
上
問
屋
﹂
の
近
江
屋

助
左
衛
門
と
升
屋
源
左
衛
門
が
こ
の
と
き
扶
持
を
得
た
が
︑
浜
方
先
納
銀
千
貫
目
の
返

済
延
滞
を
め
ぐ
り
︑
両
名
が
﹁
惣
分
之
者
﹂
の
﹁
催
促
﹂
を
沈
静
化
さ
せ
た
こ
と
が
理

由
だ
っ
た
︒

こ
の
よ
う
に
︑
天
明
元
年
の
﹁
証
文
差
上
﹂・
千
年
賦
は
京
都
の
商
人
が
主
な
対
象
と

な
り
︑
彼
ら
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
︒
そ
の
後
︑
中
嶋
利
助
・
河
井
吉
十
郎
︵
三
右

衛
門
の
系
統
か
︶
は
文
政
期
に
佐
賀
藩
と
の
関
係
が
確
認
で
き
る

(

)
が
︑
大
坂
商
人
た
ち

64

に
比
べ
れ
ば
小
規
模
と
み
ら
れ
︑
安
政
四
年
﹁
改
談
﹂︵
表
１
の
Ｊ
︶
を
み
て
も
︑
佐
賀

藩
が
彼
ら
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
︒
一
八
世
紀
中
頃
ま
で
の
佐

賀
藩
は
︑
京
都
・
大
坂
商
人
双
方
と
金
融
関
係
を
維
持
し
て
い
た
︵
天
明
元
年
時
に
京

都
商
人
が
抱
え
て
い
た
莫
大
な
未
回
収
貸
付
元
利
高
を
み
る
限
り
︑
京
都
商
人
に
よ
り

依
存
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
︶
が
︑
天
明
期
以
降
は
京
都
商
人
と
の
関
係
を
縮
小
し
︑

大
坂
の
両
替
商
や
浜
方
商
人
と
の
関
係
を
強
化
し
た
と
み
ら
れ
る
︒

一
八
世
紀
後
半
に
は
︑﹁
六
軒
銀
主
﹂
以
外
に
も
前
述
の
河
内
屋
九
兵
衛
や
銭
屋
利
兵

衛
の
ほ
か
︑
豊
嶋
屋
安
五
郎
・
尾
張
屋
嘉
兵
衛
と
い
っ
た
大
坂
商
人
と
の
緊
密
な
関
係

が
確
認
で
き

(

)
る
︒
第
一
章
第
一
節
で
も
触
れ
た
が
︑
特
に
享
和
三
年
︵
一
八
〇
三
︶
に

65

伊 藤 昭 弘
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は
︑
豊
嶋
屋
の
ほ
か
﹁
浜
方
御
立
入
﹂
京
屋
宗
吉
︑
難
波
屋
七
郎
右
衛
門
︑
播
磨
屋
仁

三
郎
ら
の
尽
力
に
よ
り
佐
賀
藩
蔵
米
︵
肥
前
米
︶
が
堂
島
米
市
場
の
建
物
米
に
選
ば
れ

て
お

(

)
り
︑
佐
賀
藩
と
大
坂
市
場
／
商
人
と
の
関
係
が
︑
極
め
て
安
定
し
て
い
た
時
期
と

66

い
え
る
︒

し
か
し
文
化
一
一
年
︵
一
八
一
四
︶︑
佐
賀
藩
空
米
切
手
事
件
が
発
生
す
る
︒
こ
の
と

き
空
米
と
さ
れ
た
同
藩
米
切
手
は
約
二
〇
万
石
に
の
ぼ
り
︑
佐
賀
藩
は
米
切
手
所
有
者

に
対
し
︑
毎
年
切
手
額
の
一
〇
％
を
支

払
う
︵
う
ち
三
・
五
％
は
利
子
︑
残
り

を
元
高
返
済
に
︶
こ
と
で
和
解
し

(

)
た
︒

67

米
二
〇
万
石
を
銀
に
換
算
す
る
と
︑
一

石
五
〇
目
と
し
て
も
一
万
貫
に
達
し
︑

佐
賀
藩
は
大
き
な
負
債
を
抱
え
た
︒

天
保
一
〇
年
︵
一
八
三
九
︶
の
対
大

坂
債
務
返
済
内
訳
を
み
る
と
︵
表
３
︶︑

①
﹁
文
化
戌
年
出
切
手
御
形
付
相
成
居

候
入
替
方
渡
り
﹂
②
﹁
文
政
巳
午
未
申

出
切
手
法
界
之
口
年
賦
渡
方
前
﹂
③

﹁
文
化
戌
年
出
切
手
右
同
断
﹂
と
い
っ

た
﹁
出
切
手
﹂
に
か
か
る
返
済
が
計
上

さ
れ
て
い
る
︒
う
ち
﹁
文
化
戌
年
﹂︵
一

一
年
︶
の
①
・
③
は
︑
い
ず
れ
も
空
米

切
手
事
件
の
処
理
に
か
か
る
も
の
と
み

て
間
違
い
な
い
︒
ま
た
①
は
表
１
の
Ｄ

に
対
応
し
︑
安
政
四
年
﹁
改
談
﹂
時
の

﹁
入
替
方
六
軒
﹂
へ
の
返
済
は
︑
空
米
切
手
事
件
に
か
か
る
も
の
と
わ
か
る
︒
さ
ら
に
②

は
﹁
文
政
巳
午
未
申
四
ヶ
年
之
出
切
手
法
界
之
口
八
拾
五
ヶ
年
賦
御
形
附
相
成
候
渡
方

前
﹂︑
③
は
﹁
文
化
戌
年
同
断
之
砌
百
ヶ
年
否
御
形
付
ニ
付
同
断
﹂
と
も
記
さ
れ
て
お

(

)
り
︑
佐
賀
藩
は
②
を
八
五
年
賦
︑
③
を
百
年
賦
で
返
済
し
て
い
た
︵
と
も
に
表
１
の
Ｅ

68に
対
応
︶
こ
と
が
わ
か
る
︒

な
お
前
述
の
和
解
内
容
で
は
︑
返
済
に
百
年
も
必
要
と
し
な
い
︒
文
政
二
年
の
春
に

米
切
手
年
賦
返
済
の
﹁
改
談
﹂
を
実
施
し
た
と
す
る
史
料
が
あ

(

)
り
︑
こ
の
と
き
百
年
賦

69

に
改
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
︒

空
米
切
手
事
件
後
も
︑
佐
賀
藩
は
米
切
手
の
﹁
過
売
﹂
を
抑
制
で
き
な
か
っ
た
︒
文

政
三
年
︵
一
八
二
〇
︶
佐
賀
藩
は
播
磨
屋
仁
兵
衛
に
対
し
︑
米
切
手
の
買
い
戻
し
を
賞

し
て
扶
持
を
加
増
し

(

)
た
︒
こ
の
と
き
佐
賀
藩
は
︑
前
年
秋
の
蔵
米
に
つ
い
て
発
行
し
た

70

米
切
手
の
う
ち
︑
一
万
九
千
石
分
の
現
米
を
準
備
で
き
ず
︑
播
磨
屋
が
買
い
戻
し
た
︒

ま
た
表
３
の
②
は
︑
文
政
四
︵
一
八
二
一
︶
～
七
年
の
﹁
出
切
手
﹂
を
年
賦
の
対
象
と

し
て
お
り
︑
事
件
後
も
佐
賀
藩
は
蔵
屋
敷
が
発
行
し
た
米
切
手
高
と
実
際
の
蔵
米
準
備

高
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
み
︑
そ
う
し
た
状
況
下
︑
第
一
章
第
二
節
の
︻
史
料
１
︼
が
出

さ
れ
た
の
で
あ
る
︒

空
米
切
手
事
件
前
後
の
時
期
︑
佐
賀
藩
と
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
大
坂

商
人
は
︑﹁
六
軒
銀
主
﹂
以
外
に
前
述
の
豊
嶋
屋
・
尾
張
屋
の
ほ
か
︑
文
政
二
年
過
米
切

手
年
賦
﹁
改
談
﹂
に
尽
力
し
た
柏
屋
儀
兵
衛
・
松
屋
弁

(

)
三
︑﹁
御
出
入
﹂
と
し
て
出
銀
や

71

﹁
改
談
﹂
に
応
じ
た
平
野
屋
孫
兵
衛
・
天
王
寺
屋
五
兵

(

)
衛
な
ど
が
い
た
︒
こ
う
し
た
な
か

72

か
ら
﹁
六
軒
銀
主
﹂
と
佐
賀
藩
が
呼
ぶ
銀
主
集
団
が
形
成
さ
れ
た
︵
か
つ
︑
そ
の
後
米

屋
も
同
格
に
扱
わ
れ
た
︶
過
程
は
︑
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
で
き
な
い
︒

以
上
︑﹁
六
軒
銀
主
﹂
が
佐
賀
藩
と
関
係
を
深
め
た
時
期
は
︑
千
年
賦
の
実
施
や
空
米

切
手
事
件
な
ど
︑
佐
賀
藩
は
京
都
・
大
坂
商
人
と
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
紛
争
を
起
こ
し

佐賀藩と上方銀主
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②文政巳午未申（４〜７）出切手法界之口年賦渡方前〈85ヶ年賦〉

23,990鴻池其外銀主共調達古借之内御払入前

85,000①文化戌（11）年出切手御形付相成居候入替方渡り

119,034暫借弐千五百拾五貫目ニ相懸候利銀渡方まへ

181,112辰（天保３）春調達三万千三百両之内御払出まへ

312,406御乗出之節調達減利元入偖又南都名目銀又ハ銅座銀・丁銀其外年賦御払出まへ

返済高（銀匁）項目

表３ 天保10年「御借銀小割書抜」の「大坂」

註：「御遣合目安」より作成。〈 〉は同史料の「子従十月丑九月�大坂御運凡見渡目安」より。１匁未満非表示。

930,832合計

40,000古借取鎮用肥前屋八郎兵衛ニ渡

55,986加嶋家質元銀千三百三拾貫目相懸候利銀月三朱半ニして壱ヶ年分

27,558③文化戌年出切手右同断〈100ヶ年賦〉

85,744



つ
つ
も
︑
彼
ら
と
の
関
係
を
再
編
し
て
い
た
時
期
だ
っ
た
︒
こ
う
し
た
な
か
︑
佐
賀
藩

は
多
く
の
銀
主
の
力
を
頼
り
つ
つ
︑
最
終
的
に
は
メ
イ
ン
バ
ン
ク
的
な
役
割
を
期
待
す

る
﹁
六
軒
銀
主
﹂
体
制
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
︒

二

｢
六
軒
銀
主
﹂
と
佐
賀
藩

最
後
に
︑﹁
六
軒
銀
主
﹂
に
対
す
る
佐
賀
藩
の
債
務
返
済
状
況
な
ど
か
ら
︑
両
者
の
関

係
を
詳
し
く
検
討
し
た
い
︒
第
一
章
第
一
節
で
検
討
し
た
安
政
四
年
の
﹁
改
談
﹂
に
お

い
て
︑
佐
賀
藩
は
﹁
六
軒
銀
主
﹂
に
対
し
︑
毎
年
の
返
済
高
を
嘉
永
二
年
︵
一
八
四
九
︶

に
定
め
た
年
賦
高
の
三
・
五
％
に
縮
小
し
た
安
政
元
年
︵
一
八
五
四
︶
約
定
の
延
長
を

認
め
さ
せ
た
︒
表
４
に
は
︑
嘉
永
二
年
約
定
の
年
賦
高
を
記
し
て
い
る
︒

・
中
原
︵
鴻
池
︶
庄
十
郎

年
賦
高
は
銀
一
五
九
貫
余
で
︑﹁
振
過
銀
弐
口
﹂
が
七
一
貫
余
と
最
も
多
い
が
︑
詳
細

は
不
明
で
あ
る
︒﹁
振
過
﹂
と
は
︑
現
代
の
﹁
過
振
﹂︵
当
座
預
金
残
高
を
超
え
て
銀
行

が
一
時
立
て
替
え
払
い
す
る
こ
と
︶
に
通
じ
る
の
だ
ろ
う
か
︒﹁
郷
内
再
興
之
口
﹂
は
︑

天
保
一
三
年
︵
一
八
四
二
︶
に
設
置
さ
れ
た
﹁
郷
内
再
興
銀
米
﹂
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒

﹁
郷
内
再
興
銀
米
﹂
に
は
︑
佐
賀
藩
一
般
会
計
か
ら
天
保
一
三
～
嘉
永
二
年
に
銀
米
が
支

出
さ
れ
て
い
る

(

)
が
︑
大
坂
銀
主
か
ら
調
達
し
た
資
金
も
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

73

る
︒﹁
四
朱
渡
之
口
﹂
は
︑
詳
細
不
明
で
あ

(

)
る
︒﹁
切
手
百
ヶ
年
済
之
口
﹂・﹁
切
手
八
拾

74

五
ヶ
年
済
之
口
﹂
は
空
米
切
手
事
件
後
の
切
手
処
理
で
生
じ
た
債
務
の
年
賦
返
済
︑﹁
入

替
切
手
之
口
﹂
は
表
１
の
Ｄ
に
挙
が
っ
て
い
る
年
賦
返
済
で
︑
二
七
貫
余
の
年
賦
高
が
︑

二
度
の
﹁
改
談
﹂
に
よ
り
九
一
二
匁
余
ま
で
減
額
さ
れ
て
い
る
︒

・
常
吉
︵
肥
前
屋
︶
八
郎
兵
衛

年
賦
高
は
銀
三
六
貫
余
だ
が
︑﹁
四
拾
貫
目
之
内
現
銀
渡
﹂
二
〇
貫
は
安
政
四
年
﹁
改

談
﹂
の
際
︑﹁
格
段
之
訳
柄
を
以
年
々
被
相
渡
来
候
ニ
付
打
追
之
通
﹂
と
し
て
減
額
対
象

か
ら
外
さ
れ
て
い
る
︒
蔵
元
・
掛
屋
・
名
代
と
し
て
の
︑
長
年
に
わ
た
る
佐
賀
藩
と
の

関
係
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
か
︒
ほ
か
︑﹁
千
年
賦
之
口
﹂
の
計
上
が
注
目
さ
れ
る
︒
管
見

伊 藤 昭 弘

12

30,409計

409切手八拾五ヶ年済之口

30,000酉年改談之口

銀高項目

炭屋安兵衛

409切手八拾五ヶ年済之口

43,345

4,250郷内再興之口

27,000御住居調達之口

11,686四朱渡之口

銀高項目

計

加嶋屋信五郎

30,577計

17,000郷内再興之口

826

4,400年々借起銀百ヶ年済之口

6,250四朱渡

2,101千年賦之口

銀高項目

六拾人講銀四朱渡

播磨屋仁三郎

22,049計

20,000新古借財酉年改談之口

2,049千年賦之口

銀高項目

米屋平太郎

2,307切手百ヶ年済之口

3,700切手八拾五ヶ年済之口

9,122

159,872計

8,620四朱渡之廉

956鴻源渡之廉

銀高項目

入替切手之口

鴻池庄十郎

71,380振過銀弐口

63,788郷内再興之口

20,000四拾貫目之内現銀渡

676切手百ヶ年済之口

1,136

36,364計

8,211四朱渡之口

1,536千年賦之口

銀高項目

切手八拾五ヶ年済之口

肥前屋八郎兵衛

4,230郷内再興之口

575六拾人講銀四朱渡之口

27,873計

1,393六拾人講集銀之口三朱渡

693千年賦之口

銀高項目

錺屋六兵衛

25,667三朱渡之口々

120四朱渡之口

表４ 嘉永２年約定佐賀藩一ヶ年返済高（銀匁）

註：「京大坂御借財改談御請書一條扨又御払出銀并減甘銀小割」より作成。１匁未満非表示。



の
限
り
で
は
︑
前
節
で
み
た
天
明
期
以
外
に
千
年
賦
が
実
行
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
︒
そ

の
た
め
天
明
千
年
賦
は
︑
前
節
で
名
を
挙
げ
た
京
都
銀
主
だ
け
で
な
く
︑
大
坂
銀
主
も

対
象
と
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

・
中
村
︵
錺
屋
︶
六
兵
衛

年
賦
高
は
銀
二
七
貫
余
で
あ
る
︒
常
吉
と
同
じ
く
﹁
千
年
賦
之
口
﹂
が
あ
る
︒
年
賦

高
銀
二
七
貫
余
の
ほ
と
ん
ど
が
﹁
三
朱
渡
之
口
々
﹂︵
二
五
貫
︶
で
あ
る
︒

・
白
山
︵
炭
屋
︶
安
兵
衛

年
賦
高
の
ほ
ぼ
全
額
︑
銀
三
〇
貫
が
﹁
酉
年
改
談
之
口
﹂
で
あ
り
︑
嘉
永
二
年
﹁
改

談
﹂
を
指
す
︒
他
の
六
人
も
嘉
永
二
年
に
﹁
改
談
﹂
が
行
わ
れ
た
が
︑
こ
う
し
た
記
述

は
白
山
と
殿
村
の
み
で
あ
る
︒

・
広
岡
︵
加
嶋
屋
︶
信
五
郎

年
賦
高
は
銀
四
三
貫
余
で
︑
そ
の
過
半
を
﹁
御
住
居
調
達
之
口
﹂
が
占
め
て
い
る
が
︑

そ
の
詳
細
は
分
か
ら
な
い
︒

・
室
谷
︵
播
磨
屋
︶
仁
三
郎
︑
殿
村
︵
米
屋
︶
平
太
郎

年
賦
高
は
室
谷
が
銀
三
〇
貫
余
︑
殿
村
が
銀
二
二
貫
余
で
︑
こ
れ
ま
で
の
五
人
に
挙

が
っ
て
い
る
﹁
口
﹂
の
み
で
あ
る
︒

以
上
が
﹁
六
軒
銀
主
﹂
に
対
す
る
︑
佐
賀
藩
嘉
永
二
年
約
定
の
内
容
で
あ
る
︒
な
か

で
も
︑
中
原
庄
十
郎
に
対
す
る
返
済
高
が
突
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
中
原
家
に

つ
い
て
は
︑
明
治
九
年
︵
一
八
七
六
︶
に
作
成
さ
れ
た
史

(

)
料
か
ら
︑
対
佐
賀
藩
未
回
収

75

債
権
高
が
判
明
す
る
︵
表
５
︶︒
こ
の
史
料
に
は
︑

同
︵﹁
明
治
九
子
年
一
月
附
出
し
﹂：
筆
者
註
︶

出
銀
五
百
四
拾
五
貫
五
百
拾
四
匁
八
分
三
厘

佐
賀
藩

天
保
十
亥
年
九
月
証
文
大
元
六
百
四
十
三
貫
九
百
目
︑
文
政
五
午
年
元
︑
天

保
十
亥
年
ゟ
明
治
四
未
年
迄
元
入
残

佐賀藩と上方銀主

伊 藤 昭 弘
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643,900文政５年天保10年９月

備考未収率未収金「大元」時の元金「元」「大元」

表５ 中原家の対佐賀藩未回収債権（銀匁）

天保11年11月

「元入残」0.90627,698692,000文化11年天保10年11月

「元入残」0.8427,47532,430文政４年天保10年９月

「元入残」0.84545,514

0.49116,050235,908文化10年天保11年11月

「元入残」0.50161,123318,500文化10年天保11年11月

「元入残」0.50161,123318,500文化10年

11,658文化10年天保11年11月

「元入残」0.4937,18275,584文化10年天保11年11月

「元入残」0.50147,129290,836文化10年天保11年11月

「元入残」

天保11年11月

「元入残」0.4924,24249,280文化10年天保11年11月

「元入残」0.498,95318,200文化10年天保11年11月

「元入残」0.495,735

0.4945,34792,183文化10年天保11年11月

「元入残」0.4931,66364,364文化10年天保11年11月

「元入残」0.4922,38345,500文化10年

18,384(無)嘉永２年11月

元金のうち281貫700匁36は「滞利」0.501,078,5322,155,051(無)嘉永２年11月

「元入残」0.21124,323588,635(無)嘉永２年11月

「元入残」

明治４年９月

「永納」1.001,000,0001,000,000(無)慶応元年５月

「元入残」0.8014,78518,265(無)嘉永２年11月

「元入残」0.7213,301

註：「万留帳」より作成。「大元」明治４年９月の未収金は、金6190円4812と記載。１円＝銀80目（「万留帳」の金銀換算値を算出）で銀
高を算出。元金・未収金は１匁未満非表示。未収率は小数点３位以下非表示。

0.564,687,7978,263,779合計

「元入残」0.31495,2381,594,599嘉永２年11月



と
︑
明
治
九
年
一
月
時
点
の
未
回
収
高
と
藩
名
の
ほ
か
︑
そ
の
債
権
の
根
拠
と
な
る

証
文
﹁
大
元
﹂
の
年
月
︑
さ
ら
に
﹁
元
﹂
の
年
月
が
記
さ
れ
て
る
︒﹁
元
﹂
は
そ
の
債
権

が
生
じ
た
︵
貸
し
付
け
た
か
︑
そ
れ
ま
で
の
債
権
に
つ
い
て
証
文
を
改
め
た
︶
年
月
で
︑

﹁
大
元
﹂
は
︑
そ
の
債
権
の
証
文
を
改
め
た
年
月
と
理
解
し
た
い
︒﹁
大
元
﹂
が
天
保
一

〇
︑
一
一
年
の
債
権
は
︑
こ
の
と
き
実
施
さ
れ
た
﹁
改

(

)
談
﹂
に
よ
り
証
文
が
改
め
ら
れ

76

た
と
み
ら
れ
る
︒
嘉
永
二
年
の
分
は
︑
こ
の
年
佐
賀
藩
は
三
万
四
九
一
六
貫
余
を
返
済

し
た
一
方
︑
三
万
二
九
四
二
貫
余
を
借
り
入
れ
て
お
り
︑
多
額
の
債
務
が
返
済
期
限
を

迎
え
た
た
め
借
り
換
え
で
凌
い
だ
と
み
ら
れ
︑
中
原
も
四
三
〇
〇
貫
程
融
資
し
た
こ
と

が
わ
か
る
︒
た
だ
同
年
も
前
述
の
通
り
﹁
改
談
﹂
が
実
施
さ
れ
て
お
り
︑
単
に
借
り
換

え
た
だ
け
で
な
く
︑
年
賦
期
間
な
ど
返
済
方
法
も
改
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た

﹁
元
﹂
年
月
を
文
化
一
〇
︑
一
一
年
と
す
る
も
の
が
多
く
︑
文
化
一
一
年
の
空
米
切
手
事

件
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ

(

)
る
︒

77

中
原
は
︑
佐
賀
藩
に
融
資
し
た
合
計
銀
八
二
六
三
貫
余
の
う
ち
︑
約
六
割
弱
の
四
六

八
七
貫
余
が
未
回
収
で
あ
っ
た
︒
佐
賀
藩
が
完
済
し
た
分
︑
も
し
く
は
踏
み
倒
し
た
分

も
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
︑
融
資
高
は
さ
ら
に
膨
ら
む
こ
と
に
な
る
︒
第
一
章
第
二
節
で

み
た
よ
う
に
︑
中
原
と
常
吉
は
﹁
六
軒
銀
主
﹂
体
制
で
中
心
的
な
立
場
に
あ
っ
た
︒
後

者
は
佐
賀
藩
蔵
元
・
掛
屋
・
名
代
と
い
う
立
場
に
基
づ
く
が
︑
中
原
は
こ
の
よ
う
に
多

額
の
融
資
を
行
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
︒
さ
ら
に
中
原
は
︑
安
政
五
年
︵
一
八
五
八
︶

陶
器
販
売
の
蔵
元
に
任
じ
ら

(

)
れ
︑
か
つ
文
久
四
年
︵
一
八
六
四
︶
に
は
金
五
万
両
を
佐

78

賀
藩
よ
り
預
か
り
︑
運
用
益
を
納
め

(

)
た
︒
佐
賀
藩
の
諸
役
を
勤
め
た
常
吉
︑
融
資
だ
け

79

で
な
く
資
産
運
用
も
請
け
負
い
︑
佐
賀
藩
と
金
融
面
で
の
一
体
化
が
進
ん
だ
中
原
︑
こ

の
ふ
た
り
を
中
心
に
︑﹁
六
軒
銀
主
﹂
体
制
は
展
開
し
た
の
で
あ
る
︒

第
一
章
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
︑
山
形
万
里
子
氏
は
中
原
庄
十
郎
︵
庄
兵
衛
︶
と

加
嶋
屋
作
次
郎
を
﹁
佐
賀
藩
に
も
っ
と
も
密
着
し
て
い
た
大
坂
両
替
商
﹂
と
す
る
︒
氏

は
両
人
が
陶
器
や
蝋
の
蔵
元
を
勤
め
た
こ
と
︑
佐
賀
藩
の
資
金
を
預
か
っ
た
こ
と
︑
及

び
﹁
為
替
本
両
替
仲
間
﹂
に
安
政
期
加
入
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
︒
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
安
政
期
以
降
の
事
実
で
あ
り
︑
本
稿
で
示
し
た
﹁
六
軒
銀
主
﹂
体
制
が
安
政

四
年
﹁
改
談
﹂
以
降
に
変
質
し
︑
氏
が
提
示
し
た
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ

(

)
る
︒

80

安
政
四
年
﹁
改
談
﹂
以
降
も
︑
佐
賀
藩
は
状
況
に
応
じ
て
上
方
銀
主
か
ら
資
金
を
調

達
し
た
︒
例
え
ば
元
治
元
年
︵
一
八
六
四
︶︑
佐
賀
藩
は
長
州
戦
争
に
よ
る
臨
時
支
出
の

増
加
を
見
越
し
︑
江
戸
・
大
坂
で
の
資
金
調
達
拡
大
を
目
論
ん
だ
︒
そ
の
際
財
政
運
営

を
担
当
す
る
﹁
蔵
方
﹂
は
︑﹁
是
迄
御
館
入
銀
主
共
ニ
も
段
々
身
元
相
衰
候
者
勝
ニ
有
之

候
付
︑
外
ニ
丈
夫
之
銀
主
共
両
三
人
被
御
引
入
︑
新
調
被
相
整
方
ニ
者
有
之
間
敷

(

)
哉
﹂

81

と
︑﹁
衰
﹂
を
み
せ
る
銀
主
に
代
わ
っ
て
新
た
に
﹁
丈
夫
﹂
の
銀
主
を
み
つ
け
る
べ
き
︑

と
の
意
見
を
表
明
し
た
︒
こ
の
意
見
は
︑
本
稿
で
検
討
し
た
一
八
世
紀
初
め
以
来
の
佐

賀
藩
と
上
方
銀
主
と
の
関
係
を
︑
的
確
に
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
︒
そ
う
考
え

る
と
︑
佐
賀
藩
の
対
上
方
銀
主
方
針
︵
資
金
調
達
方
針
︶
は
一
貫
し
て
お
り
︑
本
稿
で

明
ら
か
に
し
た
﹁
六
軒
銀
主
﹂
体
制
も
︑
佐
賀
藩
に
と
っ
て
は
︵
本
稿
で
確
認
で
き
た
︶

文
政
五
～
安
政
四
年
の
あ
い
だ
を
凌
ぐ
た
め
の
﹁
使
い
捨
て
﹂
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
︒佐

賀
藩
は
︑
財
政
が
厳
し
く
上
方
で
の
資
金
調
達
も
難
航
し
て
い
る
︑
と
い
っ
た
意

の
令
達
な
ど
を
繰
り
返
し
出
し
た
一
方
︑
内
部
に
資
金
を
留
保
し
つ
つ
何
度
も
﹁
改
談
﹂

を
銀
主
た
ち
に
認
め
さ
せ
︑
場
合
に
よ
っ
て
は
銀
主
を
切
り
捨
て
︑
新
た
な
銀
主
に
乗

り
換
え
て
い
た
︒
こ
れ
ま
で
の
佐
賀
藩
研
究
は
︑
い
さ
さ
か
前
者
に
目
を
奪
わ
れ
す
ぎ

て
い
た
感
が
あ
る
︒
し
か
し
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
︑
佐
賀
藩
は
し
た
た
か

に
銀
主
た
ち
と
の
関
係
を
リ
ー
ド
し
︑
藩
財
政
を
強
化
し
た
の
で
あ
る
︒

伊 藤 昭 弘
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お
わ
り
に

大
坂
の
両
替
商
で
あ
り
︑
日
本
近
世
経
済
史
研
究
の
先
駆
者
と
も
い
え
る
草
間
伊
助

は
︑
資
金
調
達
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て
き
た
熊
本
藩
に
対
し
︑﹁
佐
賀
藩
の
よ

う
な
こ
と
は
す
る
な
﹂
と
伝
え

(

)
た
︒
千
年
賦
な
ど
銀
主
に
と
っ
て
の
﹁
苛
政
﹂
を
実
施

82

す
る
佐
賀
藩
は
︑
草
間
の
眼
か
ら
み
て
極
め
て
不
誠
実
な
借
り
手
だ
っ
た
よ
う
で
あ

る
︒し

か
し
︑
そ
れ
で
も
佐
賀
藩
と
関
係
を
結
ぶ
上
方
銀
主
が
絶
え
な
か
っ
た
︒
森
泰
博

氏
に
よ
れ
ば
︑﹁
条
件
の
よ
い
藩
﹂
に
対
す
る
上
方
銀
主
の
貸
付
利
率
は
低
下
し
た
一

方
︑﹁
条
件
の
悪
い
藩
﹂
は
彼
ら
か
ら
﹁
疎
外
さ
れ
た
﹂
と
い

(

)
う
︒
佐
賀
藩
は
千
年
賦
な

83

ど
の
振
る
舞
い
か
ら
す
る
と
︑
上
方
銀
主
に
と
っ
て
﹁
条
件
の
悪
い
藩
﹂
の
よ
う
に
も

思
え
る
が
︑
実
際
は
﹁
条
件
の
よ
い
藩
﹂
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
︑﹁
六
軒
銀
主
﹂
体
制
も
形

成
・
維
持
で
き
た
の
だ
ろ
う
︒

佐
賀
藩
が
﹁
条
件
の
よ
い
藩
﹂
と
み
ら
れ
た
理
由
を
︑
ふ
た
つ
推
測
し
て
お
き
た
い
︒

ま
ず
ひ
と
つ
は
︑
佐
賀
藩
の
返
済
実
態
で
あ
る
︒
上
方
以
外
の
江
戸
・
国
元
・
長
崎
な

ど
も
含
む
が
︑
財
政
帳
簿
﹁
大
目

(

)
安
﹂
が
連
続
し
て
遺
っ
て
い
る
明
和
元
～
安
政
四
年

84

の
九
四
年
間
で
︑
佐
賀
藩
は
合
計
銀
一
一
三
万
貫
余
を
借
り
入
れ
︑
一
一
九
万
貫
余
を

返
済
し
︑
六
万
一
六
八
六
貫
の
返
済
超
過
で
あ
っ
た
︒
佐
賀
藩
は
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
苛
政
﹂

を
実
施
し
た
も
の
の
︑
基
本
的
に
は
継
続
し
て
返
済
し
︑
か
つ
銀
主
の
側
か
ら
み
る
と
︑

九
四
年
間
で
約
六
万
貫
の
プ
ラ
ス
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
︒
も
ち
ろ
ん
千
年
賦
の
対
象
と

な
っ
た
京
都
銀
主
の
よ
う
に
︑
家
が
傾
く
ほ
ど
の
損
失
を
蒙
っ
た
者
も
い
る
し
︑﹁
大
目

安
﹂
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
借
入
が
あ
る
可
能

(

)
性
も
あ
る
︒
し
か
し
一
方
で
︑
利
益
を

85

得
た
銀
主
も
い
た
だ
ろ
う
︒

も
う
ひ
と
つ
は
︑
佐
賀
藩
資
産
の
存
在
で
あ
る
︒
幕
末
期
に
中
原
庄
十
郎
や
加
嶋
屋

作
次
郎
が
佐
賀
藩
の
資
産
運
用
を
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
︑
佐
賀
藩
は
天

明
二
年
度
に
は
﹁
大
坂
銀
方
﹂
銀
六
七
一
四
貫
余
︑
米
九
万
七
三
七
二
石
余
︑
天
保
八

年
度
は
﹁
大
坂
銀
方
﹂
銀
一
万
四
五
九
貫
余
︑
天
保
九
年
度
は
﹁
大
坂
銀
米
﹂
銀
五
九

四
〇
貫
余
を
大
坂
に
蓄
え
置
き
︑
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
て
い

(

)
た
︒
こ
う
し
た
銀
米
が
︑

86

単
に
蔵
屋
敷
で
死
蔵
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
く
︑﹁
六
軒
銀
主
﹂
の
よ
う
に
緊
密
な

関
係
の
銀
主
た
ち
に
︑
預
け
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
︒
な
お
藩
︵
蔵
屋
敷
︶
に
よ
る
銀

主
へ
の
資
産
運
用
委
託
に
つ
い
て
は
︑
草
間
伊
助
も
前
述
の
意
見
書
で
存
在
を
指
摘
し

て
お

(

)
り
︑
奇
抜
な
想
定
で
は
な
い
︒

87

佐
賀
藩
か
ら
一
方
的
に
﹁
苛
政
﹂
を
強
要
さ
れ
︑
損
失
を
蒙
っ
た
銀
主
が
存
在
し
た

一
方
で
︑
巧
み
に
佐
賀
藩
と
共
存
し
た
銀
主
も
存
在
し
︑
彼
ら
は
自
身
の
利
益
を
求
め

つ
つ
︑
佐
賀
藩
の
財
政
運
営
を
支
え
て
い
た
︒
近
世
中
期
以
降
莫
大
な
資
産
を
有
し
た

佐
賀
藩
財
政
は
︑
こ
う
し
た
銀
主
た
ち
と
の
共
存
関
係
も
︑
そ
の
成
立
に
不
可
欠
だ
っ

た
と
い
え
よ

(

)
う
︒

88

ま
た
佐
賀
藩
が
実
施
し
た
﹁
苛
政
﹂
は
︑
銀
主
の
側
か
ら
す
れ
ば
迷
惑
き
わ
ま
り
な

い
行
為
で
あ
る
︒
し
か
し
以
前
に
も
述
べ
た

(

)
が
︑
江
戸
な
ど
の
領
外
で
毎
年
一
定
の
支

89

出
が
必
然
で
あ
る
藩
と
︑
そ
れ
を
支
え
る
藩
領
経
済
に
と
っ
て
︑
領
内
で
資
金
︵
正
貨
︶

調
達
︵
増
税
︑
領
内
農
商
か
ら
の
借
入
な
ど
︶
し
て
︑
領
外
支
出
や
債
務
返
済
に
充
当

す
る
の
は
資
金
の
流
出
で
あ
る
︒
領
外
の
支
出
に
か
か
る
財
源
は
可
能
な
限
り
領
外
で

準
備
す
れ
ば
︵
さ
ら
に
そ
れ
が
借
入
の
場
合
︑
で
き
る
だ
け
返
済
を
圧
縮
す
れ
ば
︶︑
藩

領
経
済
の
成
り
立
ち
に
も
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
︒
上
方
銀
主
と
の
関
係
断
絶
を
藩
の
経

済
的
﹁
自
立
﹂
と
す
る
議
論
も
あ
る
が
︑
藩
に
と
っ
て
領
外
銀
主
は
︑
藩
領
経
済
発
展

の
た
め
に
も
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
と
︑
筆
者
は
考
え
て
い
る
︒

佐賀藩と上方銀主

伊 藤 昭 弘
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註
︵
１
︶
藤
野
保
編
﹃
続
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
八
七
年
︶
な
ど
の
従
来
の
佐
賀
藩

研
究
で
は
︑
藩
財
政
の
実
態
や
藩
政
改
革
に
つ
い
て
は
注
目
さ
れ
て
き
た
が
︑
本
稿
の
よ
う
に
︑

上
方
銀
主
と
の
関
係
を
特
に
取
り
上
げ
た
研
究
は
み
ら
れ
な
い
︒

︵
２
︶
森
泰
博
﹃
大
名
金
融
史
論
﹄︵
大
原
新
生
社
︑
一
九
七
〇
年
︶︒

︵
３
︶
森
﹃
大
名
金
融
史
論
﹄︑
三
〇
八
│
三
〇
九
頁
︒

︵
４
︶
伊
藤
昭
弘
﹁
一
八
世
紀
の
藩
財
政
と
大
坂
金
融
資
本
│
萩
藩
を
事
例
と
し
て
﹂︵﹃
日
本
史
研
究
﹄

五
〇
六
︑
二
〇
〇
四
年
︶︒

︵
５
︶
伊
藤
﹁
一
八
世
紀
の
藩
財
政
と
大
坂
金
融
資
本
﹂︒

︵
６
︶
安
岡
重
明
﹃
財
閥
形
成
史
の
研
究
﹄︵
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
︑
一
九
七
〇
年
︶︑
中
部
よ
し
子
﹃
近

世
都
市
社
会
経
済
史
研
究
﹄︵
晃
洋
書
房
︑
一
九
七
四
年
︶
な
ど
︒

︵
７
︶
伊
藤
昭
弘
﹁
藩
財
政
を
考
え
な
お
す
﹂︵
荒
武
賢
一
朗
編
﹃
近
世
史
研
究
と
現
代
社
会
﹄︑
清
文

堂
出
版
︑
二
〇
一
一
年
︶︒

︵
８
︶
伊
藤
昭
弘
﹁
藩
財
政
再
考
│
萩
藩
を
事
例
に
﹂︵﹃
ヒ
ス
ト
リ
ア
﹄
二
〇
三
︑
二
〇
〇
七
年
︶︑
同

﹁
続

藩
財
政
再
考
│
佐
賀
藩
財
政
に
関
す
る
一
試
論
﹂︵﹃
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
﹄
三
︑
二
〇
〇
九
︶︑﹁
藩
財
政
は
﹁
窮
乏
﹂
し
て
い
た
の
か
﹂︵
荒
武
賢
一

朗
・
渡
辺
尚
志
編
﹃
近
世
後
期
大
名
家
の
領
政
機
構
│
信
濃
国
松
代
藩
地
域
の
研
究
３
﹄︑
岩
田

書
院
︑
二
〇
一
一
年
︶︒

︵
９
︶﹁
京
大
坂
御
借
財
改
談
御
請
書
一
條
扨
又
御
払
出
銀
并
減
甘
銀
小
割
﹂︵
鍋
島
報
效
会
所
蔵
︑
佐

賀
県
立
図
書
館
寄
託
﹃
鍋
島
文
庫
﹄
三
四
二
│
五
一
︶︒

︵

︶
木
原
溥
幸
﹃
幕
末
期
佐
賀
藩
の
藩
政
史
研
究
﹄︵
九
州
大
学
出
版
会
︑
一
九
九
七
年
︶︑
二
〇
七

10

│
二
一
〇
頁
︒

︵

︶
山
形
万
里
子
﹃
藩
陶
器
専
売
制
と
中
央
市
場
﹄︵
日
本
経
済
評
論
社
︑
二
〇
〇
八
年
︶︑
一
一
九

11

│
一
二
一
頁
︒

︵

︶
文
政
元
年
﹁
御
意
請
﹂︵﹃
鍋
島
文
庫
﹄
三
〇
九
│
八
︶︒

12
︵

︶
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
編
﹃
蔵
屋
敷
︵
一
︶﹄︵
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
︑
二
〇

13

〇
〇
年
︶︑
一
二
五
頁
︒

︵

︶
久
米
邦
武
編
述
︑
中
野
禮
四
郎
編
纂
﹃
鍋
島
直
正
公
伝
﹄
二
︵
侯
爵
鍋
島
家
編
纂
所
︑
一
九
二

14

〇
年
︒
本
稿
で
は
︑
一
九
七
三
年
に
財
団
法
人
西
日
本
文
化
協
会
が
刊
行
し
た
復
刻
版
を
使

用
︶︑
四
一
八
│
四
二
二
頁
︒
な
お
銀
主
鹿
島
清
兵
衛
は
︑﹁
家
質
借
は
確
実
な
担
保
が
あ
る
の

で
元
々
低
利
で
あ
り
︑
利
率
の
引
き
下
げ
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
﹂
と
主
張
し
た
︵
個
人
蔵
︑
佐

賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
寄
託
﹃
深
江
家
文
書
﹄︶︒
千
草
屋
が
﹁
改
談
﹂
に
応

じ
な
か
っ
た
の
も
︑
同
様
の
認
識
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
︒

︵

︶﹃
大
阪
市
史
﹄
五
︵
大
阪
市
役
所
︑
一
九
一
一
年
︒
本
稿
で
は
一
九
七
九
年
に
清
文
堂
出
版
が
刊

15

行
し
た
復
刻
版
を
使
用
︶︒

︵

︶
木
原
﹃
幕
末
期
佐
賀
藩
の
藩
政
史
研
究
﹄
二
七
〇
頁
︒
山
形
﹃
藩
陶
器
専
売
制
と
中
央
市
場
﹄

16

一
四
〇
頁
︒
ま
た
山
形
﹃
藩
陶
器
専
売
制
と
中
央
市
場
﹄
に
は
加
嶋
屋
作
次
郎
が
佐
賀
藩
の
蝋

蔵
元
を
勤
め
た
と
あ
る
が
︵
一
一
九
頁
︶︑
典
拠
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
︒

︵

︶
佐
賀
藩
蔵
米
の
建
物
米
扱
い
は
︑
当
該
期
以
外
で
は
確
認
で
き
な
い
︒

17
︵

︶﹁
泰
国
院
様
御
年
譜
地
取
﹂
享
和
元
年
︑﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
九
巻
︵
佐
賀
県
立
図

18

書
館
編
集
・
発
行
︑
二
〇
〇
一
年
︶︑
六
二
七
頁
︒

︵

︶﹁
御
遣
合
目
安
﹂︵﹃
鍋
島
文
庫
﹄
三
四
一
│
八
︶︒

19
︵

︶
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
編
﹃
蔵
屋
敷
︵
二
︶﹄︵
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
︑
二
〇

20

〇
一
年
︶︑
二
〇
八
頁
︒

︵

︶
文
政
二
年
﹁
御
意
請
﹂︵﹃
鍋
島
文
庫
﹄
三
〇
九
│
一
〇
︶︒

21
︵

︶﹃
蔵
屋
敷
︵
一
︶﹄︑
三
〇
九
頁
︒

22
︵

︶﹃
蔵
屋
敷
︵
一
︶﹄︑
三
九
頁
︒

23
︵

︶
文
政
二
年
﹁
御
意
請
﹂︒

24
︵

︶
賀
川
隆
行
﹃
近
世
三
井
経
営
史
の
研
究
﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
八
五
年
︶︒

25
︵

︶﹁
御
遣
合
目
安
﹂︒

26
︵

︶
木
原
﹃
幕
末
期
佐
賀
藩
の
藩
政
史
研
究
﹄︑
五
五
頁
︒
こ
の
点
に
あ
え
て
触
れ
た
の
は
︑
木
原
氏

27

の
推
測
が
他
の
研
究
者
に
引
用
さ
れ
︵
山
形
﹃
藩
陶
器
専
売
制
と
中
央
市
場
﹄︑
中
川
す
が
ね

﹁
中
原
庄
兵
衛
家
﹁
万
留
帳
﹂
の
分
析
﹂︑﹃
待
兼
山
論
叢
﹄
史
学
二
四
︑
一
九
九
〇
年
︶︑
い
つ

の
ま
に
か
事
実
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
︒
筆
者
は
天
保
九
年
の
元
銀
四
〇
〇
貫
・

二
五
〇
貫
の
返
済
が
そ
の
後
も
続
き
︑
弘
化
四
年
の
四
〇
ヶ
年
賦
や
安
政
元
年
の
約
定
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
て
い
る
︒
天
保
九
年
の
債
務
と
弘
化
四
年
以
降
の
そ
れ
と
は
別
物
で
あ
れ
ば
︑

木
原
氏
の
推
測
が
成
り
た
つ
可
能
性
も
あ
る
が
︑
本
文
に
述
べ
た
と
お
り
幕
府
を
背
景
と
し
た

御
為
替
銀
貸
付
に
関
し
︑
佐
賀
藩
が
銀
主
に
元
銀
四
分
の
三
の
献
金
を
強
要
で
き
る
と
は
考
え

に
く
い
︒
ま
た
推
測
に
従
え
ば
︑
三
井
ら
は
元
銀
の
四
分
の
三
を
あ
き
ら
め
さ
せ
ら
れ
た
直
後

の
弘
化
四
年
︵
も
し
く
は
そ
れ
以
前
︶
に
︑
多
額
の
融
資
に
応
じ
た
こ
と
に
な
る
︒
対
し
て
筆

者
は
以
下
の
如
く
考
え
て
い
る
︒
三
井
の
分
を
例
と
す
る
と
︑
天
保
九
年
の
約
定
通
り
五
年
間

返
済
す
れ
ば
︑
元
銀
は
同
一
三
年
に
三
〇
〇
貫
と
な
る
︒
そ
の
後
い
く
ら
か
返
済
し
つ
つ
︵
天

伊 藤 昭 弘
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保
九
年
約
定
は
と
り
あ
え
ず
五
ヶ
年
の
返
済
額
を
取
り
決
め
た
だ
け
で
あ
り
︑
五
ヶ
年
し
か
支

払
わ
な
い
と
は
さ
れ
て
い
な
い
︶︑
弘
化
四
年
に
改
め
て
残
元
銀
二
六
〇
貫
に
つ
い
て
約
定
を

結
ん
だ
︑
と
︒

︵

︶﹁
泰
国
院
様
御
年
譜
地
取
﹂
天
明
四
年
︑﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
七
巻
︵
佐
賀
県
立
図

28

書
館
編
集
・
発
行
︑
一
九
九
九
年
︶︑
三
一
四
頁
︒

︵

︶
文
政
五
年
﹁
御
意
請
﹂︵﹃
鍋
島
文
庫
﹄
三
〇
九
│
一
三
︶︒

29
︵

︶﹁
請
御
意
御
聞
届
諸
役
相
達
﹂︵﹃
鍋
島
文
庫
﹄
三
〇
九
│
二
〇
︶︒

30
︵

︶
中
川
﹁
中
原
庄
兵
衛
家
﹁
万
留
帳
﹂
の
分
析
﹂︒

31
︵

︶
宮
本
又
次
氏
に
よ
れ
ば
︑
諸
藩
の
大
坂
詰
役
人
は
﹁
蔵
元
銀
主
に
対
し
て
饗
宴
﹂
を
﹁
第
一
流

32

の
お
茶
屋
﹂
で
催
し
た
と
い
う
︒
宮
本
又
次
﹁
大
阪
の
蔵
屋
敷
と
蔵
役
人
﹂︵
宮
本
又
次
編
﹃
大

阪
の
研
究
﹄
三
︑
清
文
堂
出
版
︑
一
九
六
九
年
︶︑
四
一
九
頁
︒

︵

︶﹁
請
御
意
御
聞
届
諸
役
相
達
﹂︒

33
︵

︶
城
島
正
祥
﹃
佐
賀
藩
の
制
度
と
財
政
﹄
(文
献
出
版
︑
一
九
八
〇
年
︶︒

34
︵

︶
長
野
暹
﹃
幕
藩
制
社
会
の
財
政
構
造
﹄︵
大
原
新
生
社
︑
一
九
八
〇
年
︶︒

35
︵

︶
城
島
﹃
佐
賀
藩
の
制
度
と
財
政
﹄︒

36
︵

︶
藩
主
や
家
老
︑
財
政
担
当
役
人
ら
が
記
し
た
書
状
や
令
達
類
に
お
お
ま
か
な
藩
債
残
高
が
記
さ

37

れ
る
場
合
は
あ
っ
た
も
の
の
︑
例
え
ば
萩
藩
に
お
い
て
遺
っ
て
い
る
よ
う
な
︑
あ
る
年
の
段
階

で
の
藩
債
残
高
と
そ
の
内
訳
を
明
記
し
た
史
料
は
見
あ
た
ら
な
い
︒

︵

︶
正
式
な
史
料
名
は
﹁
御
物
成
并
銀
御
遣
方
大
目
安
﹂︵﹃
鍋
島
文
庫
﹄
三
四
一
│
二
五
～
二
九
︑

38

三
九
～
四
八
︶︒

︵

︶﹃
蔵
屋
敷
︵
二
︶﹄︑
二
〇
五
頁
︒

39
︵

︶﹃
蔵
屋
敷
︵
二
︶﹄︑
二
〇
五
頁
︒

40
︵

︶
註
︵

︶
と
同
じ
︒

41

20

︵

︶﹃
蔵
屋
敷
︵
二
︶﹄︑
二
〇
七
頁
︒

42
︵

︶﹁
泰
国
院
様
御
年
譜
地
取
﹂
安
永
元
年
︑﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
五
巻
︵
佐
賀
県
立
図

43

書
館
編
集
・
発
行
︑
一
九
九
七
年
︶︑
三
四
七
頁
︒

︵

︶
大
阪
市
史
編
纂
所
編
﹃
大
阪
市
史
史
料
﹄
五
三
︵
大
阪
市
史
編
纂
所
︑
一
九
九
九
年
︶︑
二
七
頁
︒

44

な
お
名
代
は
金
田
屋
九
郎
兵
衛
︒

︵

︶
寛
政
七
年
﹁
御
意
請
﹂︵﹃
鍋
島
文
庫
﹄
三
〇
九
│
五
︶︒
な
お
山
形
﹃
藩
陶
器
専
売
制
と
中
央
市

45

場
﹄
は
安
永
年
間
よ
り
肥
前
屋
が
佐
賀
藩
蔵
元
・
名
代
を
勤
め
た
と
す
る
︵
一
二
〇
頁
︶︒
し
か

し
同
書
が
典
拠
と
し
て
い
る
宮
本
﹁
大
阪
の
蔵
屋
敷
と
蔵
役
人
﹂
に
は
︑
そ
の
よ
う
な
記
載
を

確
認
で
き
な
か
っ
た
︒

︵

︶
文
化
一
二
年
九
月
に
︑
金
沢
藩
・
広
島
藩
・
熊
本
藩
な
ど
の
蔵
元
・
掛
屋
・
用
達
が
大
坂
町
奉

46

行
へ
提
出
し
た
︑
空
米
切
手
禁
止
の
令
達
を
遵
守
す
る
旨
の
証
文
︵﹁
堂
島
旧
記
﹂
巻
五
︑
島
本

得
一
編
﹃
堂
島
米
会
所
文
献
集
﹄︑
所
書
店
︑
一
九
七
〇
年
︑
二
三
二
頁
︶
に
︑﹁
松
平
肥
前
守

殿
蔵
元
・
掛
屋
﹂
と
し
て
﹁
肥
前
屋
八
兵
衛
﹂
と
あ
る
︒

︵

︶﹁
泰
国
院
様
御
年
譜
地
取
﹂
安
永
元
年
︑﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
五
巻
︑
三
四
五
頁
︒

47
︵

︶
文
政
二
年
﹁
御
意
請
﹂︒

48
︵

︶
寛
政
七
年
﹁
御
意
請
﹂︒

49
︵

︶﹃
蔵
屋
敷
︵
二
︶﹄︑
二
〇
八
頁
︒

50
︵

︶﹃
蔵
屋
敷
︵
二
︶﹄︑
二
四
七
頁
︒

51
︵

︶﹃
蔵
屋
敷
︵
二
︶﹄︑
二
一
二
頁
︒

52
︵

︶
山
形
﹃
藩
陶
器
専
売
制
と
中
央
市
場
﹄︑
八
六
頁
︒

53
︵

︶
文
政
二
年
﹁
御
意
請
﹂︒

54
︵

︶
文
政
三
年
﹁
御
意
請
﹂︵﹃
鍋
島
文
庫
﹄
三
〇
九
│
一
一
︶︒

55
︵

︶﹁
泰
国
院
様
御
年
譜
地
取
﹂
天
明
五
年
︑﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
七
巻
︑
四
〇
五
頁
︒

56
︵

︶﹁
泰
国
院
様
御
年
譜
地
取
﹂
天
明
八
年
︑﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
八
巻
︵
佐
賀
県
立
図

57

書
館
編
集
・
発
行
︑
二
〇
〇
〇
年
︶︑
二
二
四
頁
︒
前
山
博
﹃
伊
万
里
焼
流
通
史
の
研
究
﹄︵
自

費
出
版
︑
一
九
九
〇
年
︶︑
三
〇
四
頁
︒

︵

︶
寛
政
七
年
﹁
御
意
請
﹂︒

58
︵

︶
文
政
二
年
﹁
御
意
請
﹂︒

59
︵

︶
寛
政
七
年
﹁
御
意
請
﹂︒

60
︵

︶
文
政
五
年
﹁
御
意
請
﹂︒

61
︵

︶
文
政
二
年
﹁
御
意
請
﹂︒

62
︵

︶﹁
朱
﹂
を
一
％
と
解
釈
す
る
と
百
年
賦
に
な
る
が
︑
天
明
五
年
の
史
料
︵﹁
泰
国
院
様
御
年
譜
地

63

取
﹂
天
明
五
年
︑﹃
佐
賀
県
近
世
史
料
﹄
第
一
編
第
七
巻
︑
四
〇
〇
頁
︶
に
﹁
新
古
之
銀
主
共
千

年
賦
等
之
御
断
承
腹
仕
︑
或
者
証
文
等
差
上
候
﹂
と
あ
り
︑
本
文
の
京
都
商
人
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
と
判
断
し
た
︒

︵

︶
文
政
二
年
﹁
御
意
請
﹂︒

64
︵

︶
文
政
二
年
﹁
御
意
請
﹂︒

65
︵

︶
註
︵

︶
と
同
じ
︒

66

18

︵

︶﹃
大
阪
市
史
﹄
二
︑
二
七
三
頁
︒

67

佐賀藩と上方銀主
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︵

︶﹁
御
遣
合
目
安
﹂︒

68
︵

︶
文
政
二
年
﹁
御
意
請
﹂︒

69
︵

︶
文
政
三
年
﹁
御
意
請
﹂︒

70
︵

︶
文
政
二
年
﹁
御
意
請
﹂︒

71
︵

︶
文
政
二
年
﹁
御
意
請
﹂︒

72
︵

︶
梶
原
良
則
﹁
農
村
政
策
の
展
開
と
基
調
﹂︵﹃
続
佐
賀
藩
の
総
合
研
究
﹄
第
四
章
第
二
節
第
二

73

項
︶︒﹁
郷
内
再
興
銀
米
﹂
に
は
︑
佐
賀
藩
一
般
会
計
よ
り
天
保
一
三
年
に
米
六
五
七
〇
石
・
銀

四
貫
二
〇
〇
目
︑
同
一
四
年
米
五
六
九
二
石
一
斗
︑
弘
化
元
～
嘉
永
二
年
は
各
年
米
六
五
三
〇

石
が
支
出
さ
れ
て
い
る
︒
恐
ら
く
一
般
会
計
と
は
別
の
特
別
会
計
と
し
て
︑
独
自
に
支
出
・
運

用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
︒
問
題
は
︑
中
原
ら
が
融
資
し
た
資
金
が
︑
佐
賀
藩
の
会
計
処
理
上
ど
の

よ
う
な
ル
ー
ト
を
辿
っ
た
の
か
︑
で
あ
る
︒
こ
の
資
金
が
佐
賀
藩
一
般
会
計
を
経
由
せ
ず
に

﹁
郷
内
再
興
銀
米
﹂
に
直
接
入
っ
た
と
す
る
と
︑
佐
賀
藩
の
借
入
金
は
︑
毎
年
一
般
会
計
帳
簿

﹁
大
目
安
﹂
に
記
帳
さ
れ
た
も
の
以
外
に
︑
特
別
会
計
が
銀
主
か
ら
直
接
借
り
入
れ
︑﹁
大
目
安
﹂

に
記
帳
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
︒
筆
者
も
含
め
た
こ
れ
ま
で
の
佐
賀
藩
財

政
研
究
は
﹁
大
目
安
﹂
に
多
く
を
拠
り
︑
借
入
・
返
済
金
の
推
移
に
つ
い
て
も
典
拠
と
し
て
き

た
︒
し
か
し
特
別
会
計
が
直
接
銀
主
か
ら
調
達
し
た
借
入
金
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
︑﹁
大
目
安
﹂

を
も
と
に
し
た
議
論
は
︑
佐
賀
藩
借
入
・
返
済
金
の
一
部
を
み
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な

る
︒

︵

︶
｢四
朱
﹂
と
い
う
数
字
が
利
息
を
指
す
︑
も
し
く
は
一
年
あ
た
り
元
本
の
﹁
四
朱
﹂
を
返
済
す
る
︑

74

と
の
解
釈
が
可
能
で
︑
今
の
と
こ
ろ
ど
ち
ら
を
意
味
す
る
か
判
断
で
き
な
い
︒

︵

︶﹁
万
留
帳
﹂︵
大
阪
大
学
日
本
史
研
究
室
所
蔵
︶︒

75
︵

︶﹁
御
遣
合
目
安
﹂︒

76
︵

︶
萩
藩
は
︑
宝
暦
期
に
強
行
的
な
債
務
整
理
を
進
め
た
と
こ
ろ
︑
そ
の
報
復
と
ば
か
り
に
銀
主
が

77

訴
え
出
て
︑
空
米
切
手
事
件
に
発
展
し
た
︵
伊
藤
﹁
一
八
世
紀
の
藩
財
政
と
大
坂
金
融
資
本
﹂︶︒

佐
賀
藩
も
例
え
ば
空
米
切
手
事
件
直
前
に
債
務
整
理
を
押
し
進
め
︑
そ
の
反
発
が
事
件
に
つ
な

が
っ
た
︑
と
い
う
想
定
が
で
き
る
︒
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

︵

︶
前
山
﹃
伊
万
里
焼
流
通
史
の
研
究
﹄︑
三
〇
七
頁
︒

78
︵

︶﹁
鍋
島
夏
雲
日
記
﹂︵﹃
鍋
島
文
庫
﹄
二
二
│
二
六
七
︶︒

79
︵

︶
た
だ
︑
陶
器
や
蝋
の
蔵
元
は
以
前
か
ら
存
在
し
た
が
︑
そ
れ
を
理
由
に
佐
賀
藩
銀
主
グ
ル
ー
プ

80

の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
よ
う
な
銀
主
は
確
認
で
き
な
い
︒
ま
た
﹁
為
替
本
両
替
仲
間
﹂
へ
の

加
入
が
︑
他
の
銀
主
と
差
別
化
さ
れ
る
要
因
に
な
る
と
も
考
え
に
く
い
︒
あ
と
は
佐
賀
藩
が
︑

資
金
の
預
託
相
手
を
ど
の
よ
う
に
選
ん
で
い
た
の
か
︑
と
い
う
点
が
︑
安
政
四
年
﹁
改
談
﹂
以

降
の
佐
賀
藩
と
上
方
銀
主
と
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
大
き
な
鍵
と
な
ろ
う
︒

︵

︶﹁
請
御
意
御
聞
届
等
﹂︵﹃
鍋
島
文
庫
﹄
三
〇
九
│
三
二
︶︒

81
︵

︶
安
岡
重
明
﹁
寛
政
・
文
化
期
に
お
け
る
藩
債
処
理
に
か
ん
す
る
草
間
直
方
の
意
見
﹂︵﹃
同
志
社

82

商
学
﹄
一
四
│
二
︑
一
九
六
二
年
︶︒

︵

︶
森
﹃
大
名
金
融
史
論
﹄︑
一
七
一
頁
︒

83
︵

︶
註
︵

︶
に
同
じ
︒

84

38

︵

︶
例
え
ば
文
化
一
一
年
の
空
米
切
手
事
件
に
よ
り
佐
賀
藩
の
償
還
対
象
と
な
っ
た
米
切
手
は
︑

85

﹁
大
目
安
﹂
の
借
入
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
︒

︵

︶
各
年
﹁
大
目
安
﹂︒

86
︵

︶
安
岡
﹁
寛
政
・
文
化
期
に
お
け
る
藩
債
処
理
に
か
ん
す
る
草
間
直
方
の
意
見
﹂︒

87
︵

︶
こ
う
し
た
点
は
︑
す
で
に
中
部
﹃
近
世
都
市
社
会
経
済
史
研
究
﹄
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒

88

上
方
商
人
側
の
視
点
に
よ
る
研
究
を
︑
藩
政
史
・
藩
財
政
史
に
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

︵

︶
伊
藤
昭
弘
﹁
近
世
後
期
の
藩
領
国
に
お
け
る
資
本
循
環
構
造
と
藩
財
政
﹂︵﹁
歴
史
学
研
究
﹂
八

89

八
五
︑
二
〇
一
一
年
︶︒

︵
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
︶

伊 藤 昭 弘
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